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雷

此
底
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
は
農
村
枇
合
同
J

現
時
の
一
主
流
を
形
成
す
る
所
謂
比
較
農
村
此
合
事
沃
の
存
宿
ソ
ロ

l
キ
ン
教
授

及
び
共
て
淑
の
農
村
信
仰
問
題
に
闘
す
る
見
解
の
大
様
で
あ
る
。
ソ
ロ

1
キ
ン
の
枇
合
取
界
に
が
、
け
る
地
位
並
に
そ
の
功
績
は
今
夏

喋
々
す
る
迄
も
る
る
ま
い
。
唯
本
問
題
に
闘
す
る
限
り
彼
の
早
設
の
特
長
に
就
て
一
告
白
し
て
公
き
度
い
。

彼
は
先
づ
一
般
社
舎
を
都
市
枇
舎
と
農
村
枇
舎
に
分
類
す
る
事
に
出
張
し
共
相
互
的
北
岐
を
試
み
、
斯
く
し
て
農
村
社
合
特
有
の

普
遍
的
要
素
を
拍
出
殻
見
せ
ん
と
企
て
ん
と
す
る
も
の
で
嬰
之
、
常
に
農
村
に
於
け
る
枇
合
現
象
を
都
市
化
問
手

g
x主
き

の

過

程
に
於
て
把
握
せ
ん
と
す
る
立
場
之
で
あ
る
。

即
ち
同
数
授
は
農
村
一
世
合
単
に
於
て
如
何
な
る
問
題
に
封
し
で
も
此
立
場
を
経
始
一
貫
し
て
厳
守
さ
れ
る
。
従
っ
て
農
村
信
仰
に

山
附
し
て
も
此
見
地
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
る
黙
を
前
提
的
に
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

扱
て
、
以
下
紹
介
せ
ん
と
す
る
所
論
は
主
と
し
て
同
教
授
並
に
他
の
共
川
研
究
者
に
よ
っ
て
成
れ
る
弐
の
二
著
中
の
農
村
山
一
不
敬
に

山
附
す
る
部
分
に
撮
っ
た
と
と
を
記
し
て
沿
く
。
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本
文
は
私
の
文
部
省
航
抑
制
門
科
患
研
究
援
助
に
よ
る
「
本
邦
農
村
に
於
け
る
国
有
の
信
仰
に
闘
す
る
研
究
」
に
賛
す
る
た
め
に
、
池
岡
周
平

土
の
手
を
煩
は
し
て
犬
意
を
反
現
時
紹
合
し
た
も
の
で
あ
る
o

ハ
小
体
)

A 

農

村

の

宗

教

組

織

前
都
市
化
時
代

(
H
J
d
a
H
H
E
C
聖
晶
る

農
民
が
未
だ
充
分
に
都
市
化
さ
れ
ぬ
以
前
は
、
彼
等
の
宗
教
組
織
は
過
去
に
於
け
る
遊
牧
時
代
か
ら
の
体
統
が
幾
分
交
れ
る
若
干

第
一
節

農
村
信
仰
の
諸
問
題
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農
村
信
仰
の
諮
問
題
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〕、
J
J

」〆

の
軍
要
な
る
特
徴
を
帯
び
て
居
る
。
即
ち
一
家
肢
は
最
も
或
裂
な
る
宗
教
擦
営
者
の
一
つ
で
あ
り
宗
教
上
の
儀
式
、
伶
侶
の
仕
事
は

共
家
族
殊
に
家
長
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
二
各
家
族
は
和
五
に
協
力
し
家
族
外
の
宗
教
上
の
儀
式
や
事
務
執
行
の
役
割
を
演
じ
、
一
二
物

知
り
J
J
1日
開
何
百
円

E
で
あ
り
・
開
法
使
ぎ
え

2
2
で
あ
る
と
と
ろ
の
併
侶
は
唯
一
の
家
族
に
非
ざ
る
宗
教
機
闘
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
純
梓
の

宗
教
的
問
題
よ
り
も
汎
く
世
俗
的
の
と
と
に
携
っ
て
居
た
。
州
諸
慣
習
が
信
仰
@
祭
鵡
等
の
調
整
に
指
導
的
役
割
を
浪
じ
、
五
家
族

の
位
居
内
に
は
宗
教
上
の
目
的
の
た
め
に
特
別
の
場
所
が
設
け
ら
れ
、
村
落
で
も
宗
教
上
の
行
事
に
専
問
の
建
物
が
設
け
ら
れ
で
あ

っ
た
。
寺
院
は
概
ね
村
部
の
集
合
・
裁
判
・
娯
業
共
他
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
六
宗
教
的
機
能
と
教
育
的
@
法
作
的
。
政
治
的
・
家

庭
的
諸
機
能
と
の
間
に
は
披
然
た
る
区
別
な
く
、
諸
極
の
技
週

τ娯
楽
等
は
宗
敬
的
儀
式
と
以
市
街
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
教
育
も
性
質

上
宗
教
的
で
あ
り
、
又
山
示
教
は
訟
作
。
政
治
と
桁
接
不
可
分
の
闘
係
に

b
っ
た
。
北
に
共
主
な
る
問
題
を
解
説
し
よ
う
。

第
一
項
宗
教
機
閥
同
市
}
笹

2
2
m
g口ν可
、
と
し
て
の
家
族
農
村
が
充
分
に
都
市
化
さ
れ
な
い
時
代
に
於
て
は
家
族
は
主
要
な

る
宗
教
的
機
能
を
川
市
た
し
、
信
仰
・
前
総
共
他
の
依
聴
は
生
慌
を
通
じ
て
共
家
放
が
機
蹟
的
に
接
鯛
し
て
居
る
日
常
の
家
庭
生
活
に

依
っ
て
体
へ
ら
れ
て
行
っ
た
。
斯
く
て
家
族
は
一
一
位
の
宗
教
機
闘
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
一
肺
翌
な
る
場
所
は
家
族
の
一
脚
に
よ
っ
て
毅
義

祭
館
。
儀
式
の
中
に
い
仇
め
ら
れ
た
。
(
組
先
の
祭
刷
、
ギ
り
シ
ヤ
・
口
、
l

マ
の
家
の
一
刷
、
支
那
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
か
ま
ど
、
井
戸
。
玄

闘
・
客
聞
の
榊
、
ス
ラ
プ
放
・
チ
ユ

1
ト
ン
放
の
円
余
の
榊
)
新
時
e

祈
願
は
毎
日
共
家
族
の
幸
一
腕
の
た
め
家
庭
内
に
行
は
れ
た
。

各
家
族
の
住
居
に
は
特
別
な
場
所
が
あ
っ
て
之
等
の
儀
式
や
新
時
の
た
め
の
榊
翌
な
場
所
と
考
へ
ら
れ
て
居
っ
た
。
又
底
、
、
親
し

い
家
族
問
に
は
h

相
互
の
寺
院
を
持
っ
て
居
っ
た
。
現
在
で
も
支
那
入
。
ヒ
ン
ヅ

l
敬
徒
g

ロ
シ
ア
入
及
び
蹴
削
人
の
農
家
に
は
斯
か

る
特
別
な
部
屋
乃
車
場
所
が
あ
っ
て
共
臨
に
は
宗
教
的
危
給
番
e

彫
刻
共
他
家
族
の
宗
教
上
の
儀
式
の
た
め
捧
げ
た
護
身
符
等
が
あ

る
。
然
る
に
多
く
の
都
市
の
住
宅
に
は
此
種
一
ω
も
の
を
殆
ん
ど
見
る
事
は
出
来
ぬ
。
如
斯
、
家
族
は
営
時
主
要
た
る
宗
教
措
営
者
で

あ
り
、
・
夫
れ
は
儀
式
の
た
め
謂
は
ピ
家
族
敬
合
町

EM5y
ロ
E
E
H
と
で
も
い
ふ
如
き
儀
式
場
を
持
っ
て
居
た
。
そ
し
て
夫
れ
は
ん
一
不

敬
儀
式
の
多
く
の
事
柄
を
市
出
迎
し
た
。
宗
教
の
本
開
と
も
郁
す
べ
き
も
の
は
家
族
自
身
に
酷
現
さ
れ
た
榊
や
力
や
現
象
で
あ
っ
た
。



か
く
て
家
族
的
〈
一
一
小
数
機
関
の
教
主
制
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
宗
教
儀
式
を
遂
行
す
る
匂
抗
的
友
槙
限
を
持
っ
た
職
業
的
伶
侶
と
共
途
作

の
た
め
捧
げ
る
数
舎
か
建
物
か
を
必
要
と
す
る
事
が
少
な
か
っ
た
。
此
事
は
農
業
枇
舎
の
家
族
的
宗
教
機
闘
の
組
織
の
簡
単
を
説
明

す
る
に
充
分
で
あ
る
。

家
族
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
以
外
に
向
ほ
一
定
の
共
川
枇
合
に
嵐
す
る
農
民
は
或
共

通
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
持
っ
て
居
る
。
そ
し
て
之
は
共
同
吐
舎
の
金
槌
と
し
て
の
行
動
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ
保
護
さ
れ
た
。
此
場
合

第

項

宗
教
機
闘
と
し
て
の
部
務
共
川
態

程
々
な
宗
教
上
の
耐
躍
。
祭
躍
は
斯
様
な
共
同
枇
合
会
躍
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
助
長
と
保
護
の
手
段
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
の
で
共
川

態
が
宗
教
機
闘
と
し
て
働
き
各
種
の
宗
秋
上
の
袋
路
等
が
共
同
で
行
は
れ
た
事
は
営
然
で
あ
る
。

之
等
の
祭
躍
が
長
年
月
の
間
饗
化
せ
や
残
存
し
た
の
で
・
彼
等
に
は
特
に
併
伯
，
と
か
特
殊
の
宗
教
機
闘
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。

特
殊
宗
教
機
関
特
殊
な
必
要
乃
至
機
能
の
た
め
共
川
祉
舎
に
は
墜
師
・
智
者
・
山
易
者
或
は
倫
侶
と
い
ふ
如
き
も

の
が
あ
っ
た
。
彼
の
職
業
が
何
で
あ
ら
う
と
も
か
L

る
機
闘
の
機
能
は
家
族
や
共
川
態
の
構
成
良
に
よ
っ
て
逢
行
さ
れ
た
事
を
柿
っ

て
居
た
。
般
A
R
彼
が
特
殊
の
有
識
乃
至
技
能
に
よ
っ
て
名
聾
を
得
た
農
業
者
の
一
人
で
あ
ら
う
と
も
、
或
は
併
職
の
教
育
を
受
け
た

併
伯
で
あ
ら
う
が
彼
は
常
に
家
族
の
宗
教
上
の
仕
事
を
司
り
、
世
俗
上
の
事
の
み
な
ら
や
精
一
肺
的
友
方
面
に
就
て
も
助
言
を
友
し
、

或
は
宗
教
的
乃
至
魔
術
的
た
易
断
〕

H
P
E
g
-
(
t
L
E
C
E
を
な
し
疾
病
に
た
け
る
皆
師
と
し
て
の
役
目
を
な
し
た
り
、
時
に
は
共

同
枇
舎
の
メ
ン
バ
ー
聞
の
紛
争
の
判
定
者
と
し
て
又
は
説
教
者
と
し
て
の
役
目
を
果
し
た
り
し
た
。

第
三
項

敬
儀
及
び
儀
躍
に
及
ぼ
す
慣
行
の
影
響
家
族
や
如
上
の
特
殊
た
宗
教
機
闘
が
共
宗
教
上
の
仕
事
や
祭
躍
を
行
ふ
に

は
一
般
に
宗
教
権
威
者
の
規
制
に
よ
る
よ
り
む
し
ろ
共
川
枇
舎
の
慣
習
。
様
式
と
い
ふ
も
の
に
規
制
せ
ら
れ
た
。
即
ち
共
同
枇
舎
の

伴
統
主
義
は
各
種
の
猫
断
的
な
教
義
や
宗
教
構
成
者
の
数
理
に
よ
っ
て
ピ
は
な
く
共
同
態
の
諸
積
の
慣
脅
に
よ
っ
て
祭
踏
a

伝
仰
等

に
沿
け
る
念
速
な
る
費
化
を
妨
げ
た
。

臆
拝
所
(
聖
域
〉

第
問
項

第
五
項

一
般
公
衆
の
宗
教
的
祭
躍
を
行
ふ
た
め
特
殊
の
共
同
の
場
所
が
あ
っ
た
。
斯
か
る
略
拝
所
は
小

農
村
信
仰
の
諸
問
題

九
t二
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さ
た
森
・
岩
a

小
川
或
は
山
の
中
乃
主
は
寺
院
穀
倉
の
如
き
特
殊
建
築
物
に
設
け
ら
れ
た
。
之
等
は
極
め
て
宗
教
上
の
目
的
に
叶
ふ

絞
に
か
ざ
ら
れ
た
。
之
は
宗
教
上
に
則
ひ
ら
れ
る
の
み
走
ら
や
場
合
に
よ
っ
て
は
、
若
し
夫
れ
が
建
物
で
あ
る
場
合
に
は
部
落
内
の

問
題
を
討
議
す
る
た
め
部
辞
民
の
集
合
所
と
し
て
或
は
裁
判
所
と
し
て
又
は
公
示
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
斯
か
る
目
的
の
た
め

時
拝
所
を
使
川
す
る
事
は
此
時
代
に
於
て
は
世
俗
の
問
題
、
例
へ
ば
婚
州
・
死
亡
@
出
生
・
収
穫
・
耕
転
・
収
穫
祭
・
犯
罪
・
戦
争

乃
至
は
臨
育
上
。
美
術
上
の
競
技
等
に
五
る
迄
も
宗
教
か
ら
離
れ
て
居
ら
や
殆
ん
ど
総
て
の
共
同
枇
舎
の
出
来
事
は
皆
宗
教
的
見
地

乞
も
っ
て
居
た
と
い
ふ
事
か
ら
本
H
却
に
理
解
出
来
る
。
此
事
は
ス
、
何
故
山
民
民
が
彼
等
の
寺
院
を
彼
等
の
誇
り
の
権
化
、
彼
等
の
臨

史
、
彼
等
の
北
ハ
川
態
心
人
れ
自
身
と
し
て
美
し
く
か
芯
っ
た
い
胞
の
美
術
館

kr
ュ
5
需
z
g
と
考
へ
た
か
に
よ
っ
て
も
詑
明
さ
れ
る
。

農
村
の
祭
贈
を
行
ふ
傍
ら
農
民
は
庄
ミ
そ
の
生
家
か
ら
述
く
は
な
れ
た
聖
域
に
行
く
と
と
が
あ
っ
た
。

第
六
項
宗
敬
と
世
俗

F
2
-
2
2丘
三
江
市
田
と
の
緊
絡
な
闘
係
此
時
代
は
山
一
一
小
教
と
日
常
生
活
、
宗
教
機
闘
と
農
業
者
、
宗

教
組
織
と
家
放
及
び
共

M
枇
A
W
組
織
は
殆
ん
ど
本
質
的
に
は
差
異
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
此
意
味
に
於
て
前
都
市
化
農
村
枇
合
同
V
5・

5
Eロ
担
問
ユ

2
F
E
L
g
n
-
a旬
、
は
遊
牧
枇
合

Z
2
E己
U
m『
富
町
田
と
川
様
で
あ
っ
た
。
飲
食
・
耕
転
・
播
極
・
牧
穫
と
い
ふ
如
き
日

常
の
常
規
は
宗
教
上
の
諸
様
式
即
ち
榊
泊
や
一
例
へ
の
祈
り
等
に
於
て
行
は
れ
た
。
斯
く
日
常
生
前
と
宗
教
生
活
の
統
接
な
閥
係
は
都

市
生
活
と
よ
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
友
し
て
居
る
。
即
ち
都
市
生
前
に
於
て
は
仕
事
と
〈
一
万
敬
は
全
く
分
離
せ
ら
れ
る
に
封
し
斯
か
る
古

い
農
業
枇
合
に
於
い
て
は
宗
教
生
活
と
日
常
生
前
は
不
可
分
離
で
あ
る
。
此
円
十
い
時
代
の
農
業
枇
合
に
沿
け
る
日
常
生
前
か
ら
の
ん
一
一
小

教
の
不
分
離
と
い
ふ
と
と
は
彼
等
の
住
居
の
一
部
分
が
寺
院
又
は
新
時
の
場
所
と
し
て
捧
げ
ら
れ
で
あ
る
に
釘
し
都
市
に
於
て
は
斯

か
る
特
長
を
見
出
せ
た
い
と
い
ふ
事
官
か
ら
も
説
明
し
特
ょ
う
。
我
止
に
と
っ
て
性
宅
は
寺
院
で
は
な
く
又
敬
舎
は
住
宅
で
は
な

い
。
向
上
越
の
如
く
主
裂
な
る
宗
教
儀
式
は
併
侶
の
代
り
に
円
余
放
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
、
従
っ
て
農
民
は
後
の
都
市
化
時
代
に
於
け

る
よ
り
、
よ
り
院
汎
に
宗
教
上
の
機
能
に
内
容
興
し
た
。
併
し
共
後
の
都
市
化
の
過
程
に
よ
っ
て
宗
教
機
闘
と
し
て
の
農
民
は
特
別
な

蹴
態
乃
五
時
間
に
於
て
之
を
専
門
的
に
行
ふ
宗
教
家
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
始
め
た
。
宗
教
と
日
常
生
折
、
宗
教
指
常
者
と
農
民
、
山
家



建
物
、
放
と
併
相
、
性
宅
と
敦
舎
と
の
闘
係
は
か
く
し
て
分
離
せ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
宗
教
は
そ
の
出
動
力
を
大
い
に
失
ひ
、
日
常

生
活
は
そ
の
宗
教
性
乃
五
道
徳
性
左
失
っ
た
。

弐
の
諸
事
貫
は
未
だ
一
充
分
に
都
市
化
さ
れ
ぬ
以
前
の
農
村
に
於
け
る
宗
教
組
織
の
車
問
な
る
詑
切
で
あ
る
。
支
郊
に
於
て
は
今
品
川

農
民
が
多
数
で
あ
る
が
祖
先
の
鵡
拝
は
出
家
族
乃
五
親
戚
の
祖
先
停
来
の
ホ

l
ル
に
於
て
な
さ
れ
た
。
此
事
は
支
那
の
宗
教
・
法
律
及

び
道
徳
の
九
五
H

阿
な
る
命
令
で
あ
っ
た
。
支
那
人
の
性
宅
に
は
特
殊
な
る
停
来
の
ホ
l
ル
が
あ
り
共
底
に
は
組
先
の
位
叫
が
安
置
さ
れ

日
常
之
を
傘
崇
す
る
。
之
等
の
部
屋
の
他
に
親
戚

M
志
の
寺
院
も
あ
る
。
日
本
側
有
の
宗
教
た
る
一
例
道

Z
E
Z
も
兆
一
だ
之
に
似
た

庭
が
あ
る
。
豪
華
な
る
寺
院
、
豪
舵
な
る
儀
式
等
は
其
後
に
現
は
れ
た
。
古
代
エ
ヂ
プ
ト
の
宗
教
は
今
日
の
僻
遠
地
方
の
挟
及
農
民

の
夫
れ
と
殆
ん
ど
同
じ
朕
態
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
博
士
は
彼
の
綿
密
な
る
研
究
に
沿
い
て
上
部
壊
及
の
最
近
の
農
民
の
欣
態
を

述
べ
今
日
で
も
宗
教
組
織
は
簡
単
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
宗
教
的
儀
式
は
出
生
・
死
亡
・
業
務
・
耕
転
・
播
柏
と
い
ふ
様
注
目
常

生
前
に
闘
し
て
と
同
践
に
一
般
の
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
。
か
く
の
如
く
個
人
的
な
叉
は
家
族
と
し
て
の
儀
式
の
外
に
共
川
枇
舎
と

し
て
の
祭
膿
や
儀
式
も
あ
っ
た
。
農
村
に
は
ム
ハ
メ
ツ
ト
教
・
コ
プ
ト
教
の
魔
術
師
・
併
制
等
が
居
っ
た
が
そ
の
職
能
は
前
述
の
一

般
の
人
k

の
夫
れ
を
柿
充
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
博
士
は
農
村
一
位
合
生
活
の
賀
態
は
古
代
咲
及
時
代
と
殆
ん
ど
礎
化

し
て
居
な
い
と
と
を
指
摘
し
た
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

l
マ
の
初
期
に
於
て
は
祭
式
は
寺
院
で
は
な
く
家
に
於
て
行
は
れ
、
各
々
の
家
に
は
各
々
の
耐
を
持
ち
一
川
は

其
家
の
み
を
が
守
護
し
た
。
此
家
内
宗
教
ロ
2HU司
即
時

-
W
3
5
5
M
に
は
定
ま
っ
た
規
約
も
な
け
れ
ば
一
般
的
た
儀
式
も
な
く
各
々
の
家
は

各
々
の
儀
式
。
祭
踏
a

祈
踏
の
様
式
を
持
っ
て
居
っ
た
。
そ
し
て
榊
父
・
牧
師
は
単
に
そ
の
様
式
を
教
へ
る
権
利
を
持
つ
の
み
で
あ

っ
た
。
叉
各
々
の
次
に
は
一
つ
の
祭
壇
が
あ
っ
て
其
周
囲
に
家
族
が
朝
夕
集
っ
て
祈
り
を
捧
げ
た
。
か
」
る
聖
歌
は
家
族
に
よ
っ
て

共
同
で
歌
は
れ
た
。
都
市
化
が
高
度
に
進
み
希
臨
・
羅
馬
の
人
々
が
田
闘
的
生
前
様
式
を
失
っ
た
時
信
仰
及
宗
教
組
織
の
此
形
式
は

大
師
変
化
を
来
た
し
新
ら
し
い
も
の
に
饗
移
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
併
し
此
初
期
の
宗
教
は
希
臨
・
羅
馬
の
都
市
地
方
よ
り
む
し
ろ

農
村
信
仰
の
諮
問
題

1u 
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段
村
信
仰
の
諸
問
題

一O
O

農
村
地
方
に
於
て
よ
り
よ
く
保
存
さ
れ
た
。
古
代
波
斯
・
印
度
農
村
に
が
、
け
る
秋
態
は
今
日
の
夫
れ
と
飴
り
大
売
は
な
い
。
悟
史
上

之
等
の
閣
の
初
期
の
宗
教
組
織
と
段
泣
の
農
村
地
方
の
犬
れ
は
明
か
に
農
村
宗
教
組
織
の
特
釘
を
示
し
て
居
る
。

町
三
記
号
。
E】
戸
口

m
g
の
五
し
く
指
摘
せ
る
如
く
婆
羅
門
教
は
印
度
の
聖
書
に
影
響
を
興
へ
た
に
も
拘
ら
や
〉

4
5
放
初
期
の

宗
教
組
織
の
特
性
を
維
持
し
た
。
主
な
一
仰
の
一
つ
は
火
の
一
川

k
r
m
巳
ハ
家
の
嘘
一
挫
の
火
)
で
あ
っ
た
。
彼
の
欲
望
を
満
た
す
か
彼
自

身
又
は
共
家
放
の
幸
一
耐
を
守
護
し
た
・
な
ら
ば
ヒ
ン
ヅ
1
教
徒
は
・
彼
の
組
先
の
謹
に
一
前
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
印
度
に
於
け
る
段
抵

の
宗
教
書
に
は
多
く
の
訓
戒
・
教
訓
・
組
先
鵡
拝
の
記
述
・
一
政
帽
の
様
式
等
が
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
殊
に
父
組
に
釘
ず
る
祈
り
は
肢
も

重
要
脱
さ
れ
て
居
る
。
或
地
方
に
於
て
は
父
組
を
零
敬
す
る
事
は
日
仰
に
針
す
る
夫
れ
よ
り
軍
要
で
あ
る
と
さ
へ
い
は
れ
て
居
る
。
此

事
は
過
去
に
於
け
る
枇
態
で
は
あ
る
が
今
日
も
品
川
ほ
印
度
の
農
村
地
方
に
は
多
く
残
存
し
て
居
る
つ
我
k

は
之
と
同
校
な
事
を
古
代

波
斯
に
於
け
る
農
業
宗
教
で
あ
る
・
ソ
ロ
ア
ス
グ
敦

N
2
8え
巴

gEHH
に
も
見
川
す
。
即
ち
共
慮
に
於
て
は
農
作
業
は
夫
自
身
重
要
な

儀
式
な
り
と
考
へ
ら
れ
た
。
此
事
は
・
y
ロ
ア
ス
グ
教
に
於
て
は
如
何
に
宗
教
と
日
常
生
活
に
於
け
る
農
作
業
が
密
接
な
閥
係
に
あ
る

か
を
示
し
て
居
る
。
文
献
に
よ
れ
ば
祖
先
崇
拝
と
家
族
の
祭
胞
は
最
も
重
要
事
と
し
て
居
る
事
が
記
さ
れ
て
居
る
。
初
期
に
あ
っ
て

は
彼
等
は
寺
院
を
持
た
や
山
頂
又
は
家
庭
内
で
組
先
に
封
し
て
析
躍
を
正
し
た
。
此
他
山
村
宗
教
の
は
桜
な
特
質
は
露
。
伊
・
セ
ル

ピ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
及
び
開
拓
時
代
の
ア
メ
リ
カ
出
村
地
方
件
ほ
モ
ル
モ
ン
教
徒
に
も
多
少
見
受
け
ら
る
。
今
日
で
も
人
は
蹴
洲
の

家
に
傑
像
や
共
他
の
宗
教
上
の
目
的
物
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
L

る
も
の
は
戸
外
や
庄
村
の
十
字
路
に
沿
か
れ
た
。
家
族
d

岨

先
の
祭
肥
や
家
庭
的
一
川
辺
の
残
存
物
は
今
向
ほ
彼
等
の
食
事
時
に
の
べ
る
名
前
の
中
に
残
存
し
て
居
る
。

日
常
生
前
と
宗
教
上
の
儀
式
は
斯
く
掛
接
た
闘
係
を
有
し
殆
ん
ど
重
要
な
富
市
柄
は
宗
教
的
に
行
は
れ
、
或
る
も
の
は
簡
単
に
或
る

も
の
は
複
雑
に
行
は
れ
た
。
数
九
四
は
共
同
枇
舎
の
集
合
所
で
あ
り
、
宗
教
・
敬
育
共
他
拠
地
市
の
中
心
を
な
し
て
居
た
。
現
在
キ
リ
ス

ト
教
が
設
展
し
た
と
は
や
へ
奮
時
代
の
宗
教
生
前
は
未
だ
残
存
し
て
居
る
。
。



第
ニ
節

都
市
化
の
影
響

同
ぬ
.
2
2
0内
巴
吋
ず
門
戸
口
町
三
さ
ロ

都
市
化
の
傾
向
が
著
し
く
進
む
に
つ
れ
初
期
の
民
村
宗
教
は
共
特
質
を
徐
々
に
失
ひ
、
よ
り
復
雑
な
る
都
市
枇
合
の
影
響
に
よ
っ

て
共
下
に
殻
展
せ
る
他
の
要
素
の
た
め
に
排
除
さ
れ
は
じ
め
た
。
共
主
要
な
る
礎
化
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
ィ
日
常
生
活
か
ら

宗
教
上
の
儀
聴
が
益
E

分
化
す
る
事
、
ヒ
家
伎
の
住
民
か
ら
数
舎
が
徒
主
分
離
し
、
コ
一
牧
師
の
機
能
及
び
教
主
制
度
ロ
ミ
片
己
目
岡
山
口
'

E
乙
弓
の
護
展
に
作
っ
て
家
族
の
山
一
不
敬
的
機
能
が
減
退
せ
る
事
、
間
新
都
市
及
び
同
民
一
柳
居
住

2
5
7
E昨日
g
に
よ
っ
て
組
先
山
拝

及
び
家
族
の
祭
融
が
置
換
さ
れ
た
事
、
五
儀
式
・
祭
踏
・
一
い
何
に
於
け
る
家
族
の
悩
習
に
よ
る
統
制
が
少
く
な
り
宗
教
宮
崎
の
犬
れ

が
多
く
な
り
複
雑
に
し
て
而
か
も
形
式
的
と
な
れ
る
事
、
川
議
放
に
よ
る
宗
教
々
育
が
衰
退
し
牧
師
に
よ
る
夫
れ
が
増
加
せ
る
一
志
寸

が
考
へ
ら
れ
る
。

斯
く
て
之
等
の
す
べ
て
は
大
費
化
を
来
た
し
た
。
即
ち
宗
教
上
民
民
は
能
動
的
た
捨
首
者
と
し
て
の
地
位
か
ら
宗
教
専
門
家
と
し

て
の
牧
師
に
よ
っ
て
導
か
れ
統
制
さ
れ
る
受
勤
的
友
夫
れ
に
竣
化
し
た
。
新
ら
し
い
宗
教
組
織
は
来
干
の
す
ば
ら
し
い
榊
問
中
e

教
刊

を
護
展
せ
し
め
之
を
美
化
し
叉
儀
式
e

祭
臓
を
光
姉
あ
ら
し
め
伝
者
の
祈
願
の
た
め
壮
大
な
る
寺
院
の
建
立
を
な
し
た
。
又
宗
教
上

の
優
れ
た
指
導
者
と
し
て
の
地
位
に
迄
自
身
を
高
め
、
自
身
此
合
奉
仕
の
立
誠
た
模
範
を
一
不
し
岡
家
的
或
は
閲
際
的
ス
ケ
ー
ル
に
迄

も
宗
教
組
織
を
立
て
直
ほ
し
た
。
併
し
民
村
共
同
態
の
教
匡
内
に
あ
る
宗
教
組
織
は
教
主
制
の
段
高
中
央
部
に
統
制
さ
れ
指
導
さ
れ

る
極
く
微
少
な
る
皐
位
で
し
か
な
か
っ
た
。
甚
だ
小
な
る
部
分
が
数
匹
民
の
殻
言
権
と
し
て
残
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
賀
際
費
一
一
け
さ

れ
た
時
は
し
ば
/
¥
抑
制
さ
れ
た
の
で

b
る
。
何
れ
し
で
も
日
常
生
活
と
宗
教
、
家
族
と
牧
師
、
家
と
守
院
の
闘
係
は
斯
く
し
て
破

ら
れ
た
。
掛
か
る
欣
態
は
都
市
に
於
て
著
し
く
又
可
成
都
市
化
せ
る
闘
の
良
村
に
あ
っ
て
も
多
少
認
め
ら
れ
る
。
都
市
化
せ
る
闘
の

宗
教
組
織
は
新
ら
し
い
特
質
と
古
い
夫
れ
の
残
伴
と
の
混
合
で
あ
り
、
か
t
A

る
唆
伴
は
都
市
よ
り
出
村
地
方
に
於
て
よ
り
よ
く
保
存

さ
れ
て
ゐ
る
。
多
少
の
利
盆
は
あ
っ
た
が
此
饗
化
は
若
干
の
疑
は
し
き
結
果
を
費
生
し
た
。
牧
師
に
よ
る
宗
教
的
祭
臓
の
濁
占
に
よ

っ
て
人
K

の
円
不
敬
の
容
忍
の
態
度
は
し
ば
/
¥
宗
教
に
封
す
る
無
闘
心
を
生
ぜ
し
め
た
。
牧
師
の
専
断
的
地
位
は
彼
等
を
し
て
榊
串

農
村
信
仰
の
諸
問
題

O 



民
村
抗
仰
の
諸
問
題

O 

的
思
昨
に
耽
ら
し
め
渋
川
山
に
斑
併
せ
ら
れ
る
底
が
少
く
な
っ
た
。
宗
教
権
威
有
に
よ
っ
て
公
式
的
に
定
め
ら
れ
た
単
な
る
教
理
的
反

蛮
に
従
は
せ
ら
れ
時
に
は
彼
等
椛
戚
者
の
宗
教
上
の
地
位
は
生
き
ん
が
た
め
に
川
ゐ
ら
れ
た
。
又
既
に
去
数
日
の
公
務
的
・
官
僚
的

機
聞
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
敬
直
民
の
殻
言
権
に
封
し
て
優
越
と
偏
狭
の
態
度
を
し
ば
/
¥
と
っ
た
。
或
場
合
は
明
か

で
は
な
い
が
徐
々
に
明
白
に
な
っ
て
来
た
。

古
代
咲
及
・
希
附
刷
。
維
お
の
諸
都
市
に
於
て
は
過
去
に
於
け
る
欧
米
の
夫
れ
に
於
け
る
と
同
様
に
多
く
の
人
々
は
殆
ん
ど
全
く
共

図
の
公
認
宗
教

φ
吉
元
山
田
}
思
日
目
向
日
き
に
到
し
て
敵
意
さ
へ
持
っ
て
居
た
。
同
様
の
態
度
は
之
等
の
閣
の
出
村
地
方
に
於
け
る
人
々
に

よ
っ
て
も
又
ア
メ
リ
カ
山
以
村
に
も
或
程
度
迄
認
め
得
る
。
此
事
宜
は
農
民
に
釘
し
て
埴
切
な
る
宗
教
利
械
を
設
定
す
る
事
の
困
難
な

る
事
買
を
一
不
ず
。

今
日
の
宗
教
欣
態
の
研
究
者
は
民
村
に
於
け
る
教
舎
の
多
く
の
欠
蜘
を
指
摘
し
た
。
北
ハ
所
前
欠
賠
と
稲
せ
ら
れ
る
主
一
安
な
も
の
は

何
で
あ
る
か
に
就
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
犬
k

見
解
を
異
に
し
て
居
る
が
併
し
物
質
高
能
時
代
の
精
一
仰
と
い
ふ
惑
に
闘
し
て
は
大
関

一
致
し
て
舟
る
。
例
へ
ば
各
員
が
趨
世
に
教
舎
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
に
は
不
充
分
な
程
、
致
命
百
の
教
は
多
数
で
あ
り
而
か
も
多
く
の
敦

舎
は
荒
践
し
て
光
武
せ
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、
牧
師
は
質
に
於
て
貧
弱
で
あ
り
加
ふ
る
に
教
舎
へ
の
向
山
も
至
極
不
良
で
あ
る
。

民
村
人
口
の
大
部
分
は
歌
合
に
加
入
せ
歩
、
一
方
数
人
前
日
の
設
備
も
貧
弱
且
不
充
分
で
あ
っ
た
。
今
日
の
物
一
賀
市
内
能
的
精
神
に
於
て
此
'

欠
賠
を
民
正
す
る
に
は
致
命
は
銀
行
が
な
し
た
如
く
統
一
整
理
す
る
事
、
劇
場
の
如
き
良
い
設
備
を
供
へ
る
事
、
又
合
枇
の
様
な
他
会

な
財
政
を
採
刑
す
る
事
、
他
の
商
品
が
民
告
す
る
如
く
集
約
的
に
宗
教
も
官
一
体
す
る
事
、
面
白
い
饗
肱
例
へ
ば
ダ
ン
ス
さ
へ
も
な
す

事
、
叉
よ
り
よ
い
牧
師
を
屈
ひ
趨
世
た
給
料
を
支
給
す
る
事
、
出
来
る
な
ら
ば
多
く
の
新
時
及
び
日
曜
事
校
を
設
け
る
事
等
が
必
要
で

あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
昂
る
。
斯
く
の
如
く
教
合
の
数
や
官
、
形
式
的
た
教
合
信
者
の
大
い
さ
及
び
彼
等
の
奉
仕
の
量
と
い
ふ
如
き
純

粋
な
外
部
的
な
規
準
に
よ
っ
て
人
々
の
生
前
に
於
け
る
{
一
京
教
の
慣
値
を
測
定
せ
ん
と
す
る
機
械
的
な
交
渉
出
R
F
E
B
H
3苦
言
ウ
げ

で
は
勿
論
不
充
分
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
方
法
に
よ
っ
て
も
今
日
の
農
村
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
向
不
充
分
で
る
る
と
い



ふ
事
は
都
市
化
の
影
響
の
明
か
な
詩
様
で
あ
る
。
出
村
の
宗
教
組
織
は
宗
教
と
日
常
生
活
の
分
離
、
宗
教
的
機
能
の
遂
行
に
あ
た
っ

て
人
々
の
以
前
の
能
動
的
た
閥
係
が
草
な
る
受
動
的
危
役
割
に
置
換
え
ら
れ
た
事
、
家
族
の
宗
教
機
能
の
宵
際
的
消
失
、
家
庭
と
教

舎
の
分
離
等
々
か
ら
そ
の
苦
痛
を
鼓
し
て
居
る
。
若
し
研
究
者
が
此
機
械
的
交
渉
を
底
棄
し
mm
態
を
よ
り
深
く
研
究
せ
ん
と
す
る
な

ら
ば
民
村
の
最
近
の
危
機
そ
し
て
特
に
都
市
の
宗
教
組
織
は
多
分
も
っ
と
大
き
た
も
の
と
た
っ
て
現
は
れ
る
で
る
ら
う
。
民
の
危
機

は
新
ら
し
い
都
市
の
航
態
全
部
が
公
認
的
宗
教
に
公
け
る
よ
り
皮
相
的
な
宗
教
的
誠
貫
左
作
っ
た
と
い
ふ
事
置
に
存
す
る
の
で
あ

る
。
斯
か
る
枇
態
・
を
い
や
す
べ
く
其
根
源
を
根
絶
す
る
と
と
が
必
要
で
る
る
。
夫
れ
は
教
命
日
の
教
を
減
じ
、
よ
り
よ
き
設
備
を
す
る
と

い
ふ
こ
と
で
は
不
充
分
で
あ
ら
う
。
犬
れ
は
生
前
と
宗
教
、
政
庭
と
教
合
、
家
族
と
前
侶
を
一
件
ぴ
結
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
民

民
は
宗
教
的
祭
躍
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
以
前
の
如
き
能
動
的
な
役
割
を
再
び
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
一
般
の
人
か
ら
分
離
さ
れ
た

牧
師
の
説
教
・
訓
戒
等
の
機
能
を
還
元
す
る
と
と
は
望
ま
し
い
事
で
あ
る
。
又
此
一
帯
は
牧
師
の
一
利
翌
を
胤
(
へ
る
力
巴
3
5
-
m
}
6
J
4
2・

や
特
殊
な
一
利
聖
に
釘
す
る
み
せ
か
け
可
吋

2
8明
日
き
の
廃
止
を
意
味
す
る
。

夫
れ
は
数
舎
を
活
動
馬
民
館
・
劇
場
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
@
政
治
集
合
所
・
控
室
又
カ
フ
エ
ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
さ
へ
饗
へ
ょ
う
と

し
又
柱
職
に
共
同
態
の
各
和
の
事
件
に
参
興
せ
し
め
る
カ
を
持
た
せ
ん
と
試
む
る
人
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
た
事
の
椋
に
見
え
る
か
も

知
れ
ぬ
。
然
し
な
が
ら
よ
り
精
密
な
分
析
は
次
の
様
に
示
し
て
居
る
。
即
ち
之
等
の
政
策
は
上
越
の
計
設
を
殆
ん
ど
質
現
し
た
い
。

之
等
の
政
策
は
宗
教
と
日
常
生
活
を
交
渉
づ
け
、
生
活
に
宗
教
的
榊
翌
味
生
興
へ
る
傾
向
は
な
く
、
宗
教
の
最
後
の
か
く
れ
場
で
あ

る
教
舎
や
寺
院
に
夫
れ
を
導
入
し
事
物
を
榊
理
化
す
る
の
み
で
あ
る
。
日
常
生
前
を
一
例
霊
化
す
る
代
り
に
夫
等
は
宗
教
や
宗
教
的
態

度
に
能
率
的
な
商
人
や
商
企
業
的
手
段
に
一
訴
へ
て
再
び
生
活
を
興
へ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
夫
中
川
可
は
宗
教
的
方
式
や
行
動
の
榊
翌
味

を
濫
用
し
て
俗
化
す
る
も
の
で
る
る
が
宗
教
に
よ
っ
て
生
活
を
紳
霊
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
結
局
は
恐
ら
く
夫
れ
は
危
な
の
欣
態

及
び
普
通
一
般
に
稲
せ
ら
れ
る
ん
一
川
教
的
不
調
整
岡
山
市
-
K
2
5
自
己
主
」
z
a
E
2
5
の
極
く
保
か
の
改
良
に
止
る
で
あ
ら
う
。
併
し
内
部

的
の
叉
深
い
見
地
に
む
け
る
員
の
宗
教
並
に
宗
教
組
織
の
復
興
は
唯
非
物
質
的
た
而
か
も
よ
り
精
一
川
的
な
手
段
に
よ
っ
て
の
み
成
し

農
村
信
仰
の
諸
問
題

O 



農
村
信
仰
の
諸
問
題

一O
問

と
げ
ら
れ
る
。

B 

農

村

の

邪

教

的

信

仰

複
雑
な
る
枇
合
集
聞
に
於
け
る
宗
教
的
心
性
同
州
市
]
在
2
5
5
2
5口
許
可
は
師
、
々
友
る
時
代
及
び
文
化
の
ね
仰
と
態
J

民
国
巾
口
市
内
田
ロ
ロ
L

己
t
t
r
g
の
集
杭
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
最
近
代
に
於
け
る
夫
れ
は
前
時
代
の
宗
教
的
な
古
川
開
な
文
化
財
乙
昨
日
。
5
g
(】
包
括
山
内
出
]

2
F
5
の
残
坪
と
残
存
物
を
合
ん
で
居
る
。
従
っ
て
夫
れ
の
信
仰
が
一
つ
の
純
粋
な
る
ん
一
一
小
数
形
式
に
屈
し
て
居
る
枇
合
集
問
を
見
'

出
す
事
は
困
難
で
あ
る
。
併
し
・
な
が
ら
此
事
は
組
て
の
枇
九
百
階
殺
の
宗
教
的
心
性
及
び
行
震
が
同
様
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
は
な
ら
た

い
。
一
般
に
個
人
的
に
も
枇
合
的
に
も
共
信
仰
及
び
態
度
は
共
自
然
的
・
批
合
的
環
境
に
依
存
す
る
部
分
が
大
で
あ
る
。
従
っ
て
農

民
の
環
境
が
都
市
佐
民
の
夫
れ
と
甚
だ
し
く
相
具
す
る
事
か
ら
農
民
の
宗
教
的
心
性
ル
五
態
度
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
あ
ら
ゆ
る
闘
に
於

け
る
公
認
宗
教
の
多
様
に
か
L
は
ら
や
そ
の
特
殊
性
を
問
明
に
表
現
す
る
。
農
業
者
の
ん
一
川
一
較
的
心
性
、
態
度
及
び
行
震
の
重
要
な
る

特
質
に
就
て
以
下
姑
く
論
じ
よ
う
。

第
一
筒

一
川
口
岳
山
市
出
と
か
精
印
鑑
由
]
骨
ま
と
か
い
ふ
も
の
は
夫
れ
が
人
格
化
さ
れ
よ
う
が
さ
れ
ま
い
が
常
に
決
業
と
此
も
符
接
な
闘
係
を
有

す
る
現
象
1

|
夫
れ
は
農
民
の
稲
枇
に
釘
し
て
叉
共
感
化
は
良
民
が
断
え
や
弧
く
感
や
る
庭
の
も
の
で
あ
る
が

l
l例
へ
ば
土
地
及

び
共
肥
沃
度
・
日
光
・
風
間
e

大
地
の
生
尽
力
・
袋
一
帯
・
草
木
等
の
確
化
『

g
g阻
止

S
象
徴

mwud}邑
町
三
守
口
表
現
岡
市
}
)
可
g
S
E
t
-
H
W

等
を
現
は
し
て
居
る
。
換
言
す
れ
ば
農
民
の
信
仰
は
農
業
上
の
諸
現
象
に
関
聯
し
た
概
念
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
普
及
さ
れ
て
陪
り

北
農
業
的
特
質
が
純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
粍
都
市
の
感
化
に
影
響
さ
れ
る
事
少
く
、
反
割
に
都
市
の
影
響
特
に
機
械
文
明
の
夫
れ
が
哨

大
す
る
と
共
に
之
等
の
特
質
は
北
筋
に
弱
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
此
事
は
過
去
の
悟
史
及
び
現
在
の
事
質
が
之
を
立
殺
す
る
。
百

際
農
民
の
迷
宮
的
な
ハ
示
教
を
調
列
す
る
な
ら
ば
夫
れ
の
高
川
の
中
に
は
必
や
や
農
業
上
の
州
在
見
出
ず
で
あ
ら
う
。
出
張
公
的
性
白
が

崇
殻
紳
及
び
封
稀

。
ず
」
巾
三
由
。
内
ぐ
2
2
P昨日。ロ



明
瞭
で
な
い
鹿
の
多
く
の
榊
は
後
に
な
っ
て
併
仰
の
考
へ
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
底
の
も
の
で
あ
っ
て
賀
は
農
業
榊
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
パ
ピ
ロ
ン
初
期
の
榊
は
天
・
地
・
水
で
あ
り
夫
れ
は
土
地
の
肥
沃
の
一
別
で
あ
っ
た
。
咲
及
人
が
耐
と
し
て
祭
っ
た
誌
は
「
地
上

に
憩
ふ
無
数
の
牛
」
を
表
は
し
て
居
り
、
太
陽
は
「
ん
批
判
天
の
中
の
輯
牛
と
し
て
或
は
天
主
の
一
刊
の
子
と
し
て
生
れ
る
」
出
胞
の
も
の
で

あ
っ
た
。
攻
及
の
大
い
な
る
一
仰
の
月
三
合
庄
司
m
丸
開
崎
支
は
民
業
と
攻
及
会
経
怖
の
一
耐
一
世
が
犬
れ
に
依
作
し
て
居
る
ナ
イ
ル
河
で

あ
っ
た
。
共
他
に
も
大
地
の
一
刷
、
肥
沃
の
帥
、
菰
菜
の
一
柳
と
い
ふ
如
き
農
業
榊
も
あ
っ
た
。
中
部
ア
ジ
ア
コ
北
ア
フ
リ
カ
等
に
も
呉

っ
た
名
稿
で
之
と
同
じ
農
業
上
の
榊
が
多
数
存
在
し
て
居
た
。
北
ア
フ
リ
カ
の
体
来
の
一
仰
に
は
錐
乞
持
ち
来
た
ら
す
と
い
は
れ
る
民

業
榊

F
Z
E
g
が
あ
っ
た
。
此
川
柳
は
カ
ル
タ
ゴ
や
プ
ヱ
ニ
キ
ア
の
パ
l

ル一回

E-
に
相
常
し
た
。
古
代
の
共
他
の
民
業
榊
は
イ
ベ
リ

ヤ
牛
島
の

krsszp
ゴ
i
ル

CE--
の

]
m
a
E
2
g
u
出向。己

5
・
1
町
三
町
田
口
!
?
の
「
宝
石
、
〈
242・
HMCHwudz♂
叶

2
2
〕

ZPEau

J

門乙
r
H
3

の
2
3
開吋
2
2
2・
H

凶門戸内口同戸
5

等
が
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
に
も
同
様
の
一
柳
が
呉
る
名
稲
で
一
仔
注
し
た
。
支
部
に
於
て
主
要
な
る

一
柳
乃
至
人
格
化
さ
れ
た
封
稿
は
多
く
民
業
に
何
等
か
の
閥
係
を
有
し
殊
に
勤
杭
物
・
穀
物
e

川
水
質
等
は
最
も
多
く
敬
一
脚
の
針
稿
と
さ

れ
た
。
初
期
の
印
度
敬
(
婆
羅
門
教
出
E
-
z
)
に
あ
っ
て
は
羊
で
車
な
辛
き
来
た
り
円
余
斉
を
保
護
す
る
と
い
は
れ
る

3
5
r
E
の
如

く
一
定
の
民
業
上
の
性
格
を
も
っ
た
若
干
の
一
川
か
ら
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
天
安
の
榊
e
.
山
の
一
川
共
他
重
要
・
な
る
自
然
現
象
の
一
刊
は

す
べ
て
決
業
的
意
味
を
持
っ
て
居
た
。
例
へ
ば
之
は
古
代
ベ
ル
シ
ヤ
人
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
荒
廃
せ
る
牧
場
の
主
に
似
て
肘
る
。
ゾ
ロ

ア
ス
グ
教
の

krZE〕
rms-P
は
円
余
玄
刊
を
盟
富
に
し
て
く
れ
る
帥
と
か
牧
場
の
耐
と
か
い
ふ
如
き
民
主
の
保
護
紳
で
あ
る
。
最
後
に

臥
洲
及
び
西
部
諸
岡
の
前
キ
リ
ス
ト
教
的
偶
像
信
仰
は
穀
物
の
榊
と
い
ふ
椋
た
民
主
的
性
向
日
の
捨
首
者
が
多
か
っ
た
。
共
長
年
月
の

存
花
に
も
拘
ら
や
キ
リ
ス
ト
教
は
此
偶
像
信
仰
を
完
全
に
根
絶
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
此
偶
像
教
を
単
に
修
正
せ
る
も
の
に
す

ぎ
た
い
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
休
日
例
へ
ば
雰
・
。
円
。
お
凸
己
目
吋
や
さ
-
Z
E
5
H
a
H
)弓
は
偶
像
教
の
山
政
業
休
日
に
か
と
つ
け
た
も

の
で
あ
る
。
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
聖
者
。
r
e
z
r
g
g
Zな
は
作
物
・
家
事
の
保
護
者
守
あ
り
一
巾
を
一
必
む
人
で
あ
り
、
又
乾
燥
を
防

ぐ
人
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
く
設
業
者
に
よ
っ
て
傘
山
品
抗
さ
れ
る
自
然
の
封
象
物
は
非
常
に
多
か
っ
た
。
叉
北
ハ
虚
に
は
山
ぷ
教
や
邪
教
の

農
村
信
仰
の
諮
問
題

一O
五



農
村
信
仰
の
諮
問
題

一O
六

各
種
の
組
織
の
非
政
業
的
一
仰
の
記
述
に
使
は
れ
る
底
の
多
く
の
民
主
的
特
性
が
あ
る
。

第
二
節

如
上
段
民
の
州
が
山
以
来
上
の
現
象
に
槻
係
あ
る
が
如
く
共
儀
式
・
祭
膿
・
新
時
等
も
民
主
的
性
質

kv
雪山口

Z
F
E
-
各
日
記
号
】
d

を

布
し
て
居
る
。
即
ち
夫
等
は
民
主
上
の
利
害
乃
奈
良
作
業
に
闘
す
る
も
の
で
農
業
や
民
業
的
前
勤
と
闘
し
て
行
は
れ
た
。
而
か
も
夫

等
は
有
害
物
か
ら
品
業
の
利
従
を
保
護
し
又
共
成
功
を
確
保
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
掛
か
る
祭
臨
・
儀
式
は
各
閥
、
各
時
代
の

農
民
の
中
に
し
ば
/
¥
見
交
け
ら
れ
る
。
民
主
上
の
作
業
と
閥
係
し
て
行
は
れ
る
au一
小
教
上
の
一
昨
附
で
あ
る
と
か
祭
般
の
如
き
も
の
L

記
事
が
あ
る
。

儀

f豊

ヒ
ン
ヅ

l
敬
に
於
て
は
耕
お
・
播
和
・
収
穫
の
前
後
及
び
そ
の
期
間
中
特
別
な
儀
式
が
行
は
れ
る
。
例
へ
ぽ
其
年
の
此
初
の
収
穫
物

を
…
叫
に
献
納
す
る
と
か
、
川
場
の
雑
草
を
と
る
と
か
害
虫
を
版
除
す
る
と
か
或
は
穀
物
を
納
院
に
牧
納
す
る
と
か
の
祭
慨
が
行
は
れ

る
。
或
は
古
前
食
後
の
一
航
船
、
雨
乞
ひ
、
州
地
を
荒
ら
す
暴
風
雨
を
避
け
る
祈
り
と
か
が
行
は
れ
、
要
す
る
に
民
業
に
闘
す
る
事
は
何

で
も
宗
教
的
な
儀
式
を
仲
ひ
而
か
も
夫
等
は
主
嬰
な
る
宗
教
的
儀
式
で
あ
っ
た
。
之
等
は
場
合
場
合
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
た
。

耕
転
の
前
に
は
特
殊
な
方
法
で
供
物
問
の
食
物
が
料
理
せ
ら
れ

T
L
5・
出
P
E
Z
共
他
特
殊
な
帥
々
に
或
る
方
式
で
献
納
さ
れ
る
。

埠
頭
か
ら
作
ら
れ
る
護
符
の
川
立
は
弐
の
言
葉
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
即
ち
「
惣
以
か
ら
作
ら
れ
る
護
符
は
私
に
川
山
口
を
用
意
し
て

く
れ
る
よ
此
特
徴
は
支
那
の
宗
教
的
儀
式
・
新
時
・
供
物
に
於
て
よ
り
明
か
に
さ
れ
る
。
即
ち
彼
等
に
る
っ
て
は
如
上
の
儀
式
は

単
に
宗
教
的
祭
踏
の
主
要
な
る
部
分
を
な
す
の
み
な
ら
や
什
下
引
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
政
府
の
公
務
と
さ
え
な
っ
て
居
る
。
之
峠
一
寸
の
峠

も
大
き
た
祭
踏
の
若
干
に
就
て
記
述
す
れ
ば
先
づ
第
一
に
出
吉

aE
即
ち
農
業
の
父
吋
宮
内
出
子
2
0町
出
向
己
2
L
2
2
に
到
す
る
長

敬
、
十
脊
の
出
業
祭
、
盟
年
の
感
謝
祭
、
年
末
の
供
物
、
土
地
と
穀
物
の
精
重
で
あ
る
天
地
へ
の
供
物
及
び
出
場
の
榊
等
で
あ
る
。
即

ち
印
度
に
於
け
る
如
く
総
て
の
段
式
上
の
事
柄
は
ん
一
夜
私
的
な
祭
時
と
か
献
身
及
び
利
時
に
よ
っ
て
・
没
さ
れ
る
。
支
那
人
の
宗
敬
的
問
別

式
の
本
質
的
た
内
符
を
な
す
斯
様
な
民
主
上
の
祭
柏
は
「
雨
を
興
へ
給
へ
」
「
日
光
を
悲
み
給
へ
」
「
今
年
も
盟
年
で
あ
る
校
に
」
等



の
断
り
の
形
式
に
於
て
村
氏
に
よ
っ
て
た
さ
れ
る
。
希
脳
叫
@
経
婦
に
於
け
る
民
民
の
夫
れ
も
支
那
g

印
度
の
夫
れ
と
殆
ん
ど
同
様
で

b
っ
た
。
へ
、
ナ
オ
ツ
ド
同
町
田
円
。
与
の
次
の
言
葉
は
彼
等
の
称
号
口
出
。
ぇ
c
と
し
て
役
立
っ
た
。
即
ち
「
土
地
の
耐
な
る

N
2日
間
に
し
て

巴
2
出
巾
昨
日
の
榊
聖
な
る
穀
物
が
盟
か
た
ら
ん
様
に
祈
れ
」
と
。
同
様
に
彼
は
日
常
の
市
一
安
な
る
民
主
及
び
日
常
の
作
品
訟
を
行
ふ
に
つ

い
て
の
種
々
た
躍
式
に
つ
い
て
色
k

と
助
言
し
て
居
る
。
さ
も
な
く
ば
耐
の
怒
り
に
ふ
れ
る
か
ら
。
之
等
の
事
柄
は
希
臨
・
総
民
の

良
民
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
般
の
主
一
妥
な
る
部
分
は
め
白
町
田
一
回
)
色
口
市
丹
市
♂
出
国
内
n
F
F
同

)
5
Q吉
田
等
の
記
念
の
た
め
に

と
い
ふ
如
き
又
は
牧
穫
・
排
転
e

供
物
等
の
如
き
山
民
主
上
の
特
徴
を
持
っ
て
肘
る
。
グ
ロ
ア
ス
タ
敢
に
於
て
は
民
業
上
の
仕
事
の
遂

行
は
山
一
一
小
数
上
の
祭
臨
と
川
一
蹴
さ
れ
て
居
り
又
夫
れ
と
川
等
の
意
味
を
も
っ
て
肘
る
。

如
斯
、
良
作
業
の
運
行
が
種
々
な
る
宗
教
上
の
祭
臨
と
不
可
分
離
の
闘
係
に
あ
る
如
く
ん
一
五
敬
的
儀
式
は
多
分
に
設
業
的
性
質
を
帯

び
て
居
る
。
ム
ハ
メ
ツ
ト
毅
経
典
コ

l
ラ
ン
は
か
く
の
如
き
儀
式
が
ア
ラ
ピ
ヤ
に
も
存
せ
る
こ
と
を
越
ベ
て
起
る
。
古
代
咲
及
。
農

民
の
祈
り
は
泣
業
的
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
一
町
い
仰
は
∞

g
r
良
子
ロ
ロ

2-
の
中
の
死
者
の
言
で
あ
る
が
夫
れ
に
よ
れ
ば
「
私
は
…
刊
の

バ
ン
を
減
ら
さ
・
な
か
っ
た
し
又
穀
物
を
無
駄
に
は
し
・
な
か
っ
た
。
私
は
品
川
の
牧
場
か
ら
家
畜
を
設
ま
・
な
か
っ
た
し
又
答
し
も
し
・
な
か

っ
た
」
と
。
「
榊
々
の
父
」
で
あ
り
「
牧
場
に
よ
っ
て
牛
に
生
命
を
興
へ
給
ふ
エ
ヂ
プ
ト
の
官
」
怠
る
ナ
イ
ル
河
に
釣
す
る
讃
歌
や

祈
り
も
あ
る
。
今
日
の
長
村
の
献
態
も
同
様
で
あ
る
。
都
市
か
ら
隔
離
さ
れ
た
峨
洲
の
僻
地
良
民
の
椋
に
咲
及
山
山
氏
は
夫
れ
が
ム
ハ

メ
ツ
ト
教
徒
に
し
ろ
ク
リ
ス
ト
教
徒
に
し
て
も
彼
等
の
宗
敬
は
多
く
偶
像
的
た
民
業
的
性
質
を
帯
び
て
肘
た
。
例
へ
ば
彼
等
は
穀
物

の
刈
入
れ
前
に
岡
場
に
出
で
て
設
も
良
い
穂
を
摘
み
と
り
之
を
護
符
と
し
て
惑
い
削
除
け
の
た
め
戸
口
に
吊
る
し
た
り
盟
年
祈
願
の
た

め
室
内
に
ぶ
ら
下
げ
た
り
或
は
時
に
来
年
の
播
種
の
際
之
を
混
ぜ
て
播
い
た
り
す
る
。

斯
か
る
一
事
例
を
此
庭
に
一
々
拳
げ
て
居
て
は
際
限
が
た
い
か
ら
此
位
に
止
め
よ
う
。
川
様
の
現
象
が
峨
洲
並
に
諸
キ
リ
ス
ト
教
闘

の
農
村
地
方
の
大
部
分
に
存
在
す
る
。
公
認
キ
リ
ス
ト
教
の
下
に
於
て
は
ん
7
A
川
偶
像
い
仰
の
宗
教
が
行
は
れ
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
抵

の
儀
式
は
偶
像
儀
式
を
多
少
修
正
せ
る
の
み
で
ち
る
。

農
村
信
仰
の
諸
問
題

一O
七



農
村
信
仰
の
諸
問
題

一O
八

銀
て
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
・
信
仰
は
一
般
に
造
業
者
と
非
農
業
者
に
よ
っ
て
起
だ
し
く
臭
っ
て
解
楳
さ
れ
る
。
即
ち
農
業
者
に
あ

っ
て
は
夫
れ
は
農
業
上
の
特
刊
は
や
家
族
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
る
の
で
敬
命
日
ロ
牧
師
乃
至
…
川
単
者
等
に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
る
事
か
ら

兆
一
だ
し
く
具
っ
た
意
味
を
し
ば
/
¥
持
っ
て
居
る
。
農
民
の
榊
は
牧
師
や
貫
主
z

援
の
夫
れ
と
は
川
一
で
は
た
い
。
農
民
の
信
仰
及
び

共
一
航
り
の
封
象
は
純
粋
に
偶
像
で
あ
り
而
か
も
長
業
の
環
境
に
多
く
依
存
し
て
居
る
。

此
例
と
し
て
は
モ
ル
モ
ン
教
の
掠
応
の
出
敬

σあ
る
が
之
は
穀
物
の
蛇
虫
の
容
を
防
ぐ
に
役
立
つ
烏
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
又
流

行
病
の
如
き
も
の
L

流
行
を
防
ぐ
た
め
多
数
の
家
蓄
が
死
ん
だ
日
の
ロ
シ
ア
農
民
の
記
念
祭
典
の
如
き
例
も
あ
る
。
然
か
る
に
都
市

化
、
工
業
化
特
に
機
械
文
化
の
殻
展
と
共
に
斯
か
る
特
質
は
勿
論
，
次
第
に
う
す
ら
ぎ
つ
L
t
u
る
。
合
衆
悶
農
民
の
祭
鵡
a

儀
式
に
就

て
み
れ
ば
此
事
が
よ
く
分
か
る
。
即
ち
彼
等
は
読
に
近
代
的
な
都
市
的
な
傾
向
に
漸
弐
傾
き
つ
L
あ
る
の
で
此
事
は
農
民
が
都
市
の

機
械
化
さ
れ
た
文
明
の
中
に
生
前
し
は
じ
め
た
事
を
意
味
す
る
。
即
ち
彼
等
の
農
業
も
共
生
活
環
境
も
機
械
化
さ
れ
た
。
彼
等
は
屡

々
職
業
を
建
へ
る
。
又
一
般
に
彼
等
は
都
心
を
は
た
れ
る
事
速
く
し
な
い
都
周
に
生
前
し
活
動
す
ゐ
。
夫
放
に
彼
等
が
従
来
の
農
民
の

信
仰
・
宗
教
的
行
詩
を
駿
棄
す
る
の
は
世
然
で

b
る
。
併
し
宋
干
の
従
前
の
信
仰
や
祭
膿
が
都
市
住
民
の
大
多
数
よ
り
合
衆
国
農
民

の
中
に
今
向
銭
存
し
て
怯
る
と
と
は
注
意
す
べ
き
貼
で
あ
る
。
「
般
に
之
等
は
注
目
さ
れ
て
居
な
い
が
多
く
僻
地
虫
付
に
残
存
し
て

居
る
。
今
之
等
の
官
昧
友
信
仰
の
例
を
荒
子
、
ム
口
衆
閤
民
俗
問
問
中
の
資
料
か
ら
引
川
し
て
見
ょ
う
。

小
児
の
上
を
ま
た
げ
ば
共
の
子
は
生
長
せ
ね

生
後
九
ヶ
月
未
満
の
子
が
鏡
を
の
ぞ
け
ば
不
幸
と
な
る

時
鈴
惑
が
よ
く
根
ざ
す
た
め
に
は
月
光
の
下
に
植
え
ね
ば
な
ら
ぬ

廿
監
は
北
ハ
の
生
育
を
よ
く
す
る
た
め
三
月
十
七

H
に
植
え
ね
ば
な
ら
ぬ

胡
瓜
は
日
出
前
に
粒
え
ね
ば
虫
が
つ
〈

小
市
営
は
よ
く
質
入
り
せ
ぬ
か
ら
満
月
前
に
刈
ヲ
て
は
な
ら
ぬ

穀
物
は
満
月
の
と
き
最
も
よ
く
貸
る



月
の
角
(
カ
ド
〉
が
上
っ
た
と
き
念
い
で
馬
鈴
薯
を
植
え
よ

乃
の
角
が
下
り
た
と
き
葱
を
植
え
よ

暗
夜
に
卒
叫
却
を
依
穫
せ
よ

洞
は
暗
夜
に
つ
く
れ

新
丹
後
最
初
の
金
曜
日
に
散
髪
せ
よ

月
が
か
け
る
問
は
散
髪
す
る
な

月
が
か
け
る
時
穀
物
を
刈
取
れ

烏
が
部
屋
に
入
っ
た
り
、
馬
が
耐
明
い
た
り
、
鏡
が
破
れ
た
り
す
る
の
は
死
の
兆
で
あ
る

皿
の
中
の
水
が
沸
騰
す
れ
ば
少
女
は
嫁
入
り
出
来
ぬ

二
人
の
人
が
一
人
の
頭
を
杭
れ
ば
そ
の
中
の
一
人
は
死
ね

食
後
続
除
す
れ
ば
金
満
家
に
は
な
れ
ね

焼
香
鼠
が
築
を
作
れ
ば
そ
の
冬
は
あ
た

L

か
い

秋
に
仰
が
雑
草
・
で
一
杯
に
な
れ
ば
そ
の
冬
は
困
窮
す
る

家
輔
副
が
夜
十
時
過
ぎ
て
時
を
作
れ
ば
翌
日
は
嵐
と
な
る

隊
の
佐
嘩
は
嵐
の
前
兆
で
あ
る

家
制
荊
が
胤
の
時
か
く
れ
揚
を
求
め
れ
ば
も
う
雨
は
長
〈
降
ら
ぬ

之
等
は
ほ
ん
の
極
く
僅
か
の
例
で
あ
る
が
各
地
方
に
共
通
な
農
村
に
於
け
る
伝
仰
の
特
質
を
現
は
し
て
居
る
。
と
い
ふ
の
は
之
等

は
明
か
に
農
業
的
見
地
に
立
っ
て
居
り
、
現
在
の
農
民
の
間
及
び
農
業
時
代
の
体
統
を
今
宵
残
存
す
る
都
市
の
教
育
を
受
け
た
者
建

の
聞
に
於
で
さ
え
相
官
の
範
囲
に
分
布
し
て
居
る
か
ら
で
る
る
。

第
三
節

農
業
上
の
象
徴
主
義
及
び
幻
想

〉
m
H
e
-
2
-
H
P
弓
2
-
a
u
J
ロヴ
C
民
間
口
出
同
H
L
H
H
H
H
P
m山
内
ぷ
寸

農
民
の
信
仰
・
祭
踏
の
第
一
二
の
基
本
的
特
質
は
一
肺
結
・
祭
臨
・
宗
教
的
物
語
・
道
徳
的
教
訓
共
他
に
於
て
農
業
的
概
念
を
多
分
に

含
む
多
く
の
幻
想
・
形
容
的
語
何
・
象
徴
の
存
在
す
る
事
で
あ
る
。
農
業
者
は
彼
に
特
に
ほ
取
締
な
る
闘
係
を
有
す
る
環
境
か
ら
の
問

農
村
信
仰
の
諸
問
題

O 
九



度
利
信
仰
の
諮
問
題

一
一
O

念
を
現
は
す
幻
想
や
表
現
や
比
較
や
象
徴
を
と
る
傾
向
が
あ
る
。
従
っ
て
此
事
か
ら
農
業
者
の
言
葉
が
農
業
的
環
境
か
ら
来
る
幻
想

と
比
較
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
事
は
宮
山
知
で
あ
る
。
放
に
農
業
信
仰
や
邪
教
的
信
仰
の
-
一
日
語
的
表
現
の
中
に
岡
場
a

ブ
ド
ウ
閑
・

錐
・
殻
物
e

刈
取
り
・
牧
穫
。
耕
転
・
播
種
・
羊
・
牛
・
ミ
ル
ク
e

蜂
・
m
水
質
@
樹
木
と
い
ふ
如
き
農
業
上
の
一
一
H
葉
の
多
く
が
含
ま

れ
て
居
る
事
を
見
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
特
に
驚
く
と
と
は
な
い
。
多
く
の
農
業
宗
教
の
教
典
に
は
か
L
る
形
容
語
句
・
幻
想
。

象
徴
或
は
比
較
訴
が
多
分
に
川
ゐ
ら
れ
て
舟
る
η

吋

-
F
1
5
m山
宮
山
岳
氏
の
著
述
の
中
に
は
比
較
的
新
ら
し
い
農
業
数
た
る
モ
ル
モ
ン

救
の
活
干
の
例
が
あ
げ
ら
れ
て
居
る
。
斯
く
農
民
が
共
農
村
的
環
境
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
は
も
っ
と
も
な
弐
第
で
あ
る
。

併
し
斯
様
な
事
は
都
市
の
{
一
不
敬
に
於
て
は
，
次
第
一
仏
う
す
ら
ぎ
都
市
近
在
か
ら
他
の
要
素
に
よ
っ
て
世
換
え
ら
れ
る
傾
き
が
あ
る
。

第
四
節

農
村
宗
教
の
非
物
質
的
特
性

z
c
u
g
m
5
2
2白色町市()}阿国『出口伴内吋

農
村
い
仰
の
第
叫
の
基
本
的
特
質
は
夫
れ
が
一
般
に
精
榊
主
義
的

k
r
L
E
E口
ロ
三
宅

E
吉
田
口
色
白
で
あ
る
事
で
都
市
化
せ
る
農

村
口
仰
の
場
合
を
除
め
て
稀
に
機
械
的
・
物
質
的
出
向
白
島
百
円
込
山
口
出
三
百
戸
丹
市
ユ
出
回
目
出
色
白
で
あ
る
。
併
し
此
事
は
側
々
の
農
民
に
就
て

は
物
質
的
で
あ
り
機
械
的
な
も
の
が
な
い
と
い
ふ
事
に
は
な
ら
ぬ
。
会
惜
と
し
て
み
れ
ば
夫
れ
は
除
外
例
を
な
す
も
の
で
農
民
信
仰

の
一
般
的
特
質
と
し
て
考
へ
て
の
話
で
あ
る
。
之
は
都
部
位
民
間
の
一
般
的
な
環
境
的
相
違
の
反
映
に
す
ぎ
ぬ
。
我
止
が
見
る
如
く

都
市
的
環
境
は
大
部
分
が
「
人
間
の
作
篇
」
民
一

g-B白
骨
で
あ
る
が
農
村
的
環
境
は
殆
ん
ど
「
榊
の
作
震
」
合
己
E
H
U
色
白
で
あ
る
。

向
共
上
、
都
市
的
環
境
特
に
最
近
の
職
業
環
境
は
機
械
的
・
無
機
的
・
物
質
的
環
境
が
優
位
を
占
め
、
機
椛
の
運
縛
は
樹
め
て
機
械

的
で
る
り
、
共
運
動
は
全
く
精
一
川
的
た
と
と
も
幻
想
的
危
事
も
意
思
的
た
と
と
も
な
く
自
然
的
で
さ
へ
も
な
い
。
都
市
住
民
特
に
工

場
州
労
働
者
の
大
部
分
の
職
業
的
労
働
は
早
に
機
械
若
し
く
は
物
質
的
材
料
の
援
形
で
し
か
な
い
。
総
て
今
日
の
都
市
は
精
帥
的
な
も

の
に
よ
っ
て
で
は
な
く
機
械
的
な
も
の
に
よ
っ
て
固
仙
慨
さ
れ
て
居
る
。
農
業
者
の
環
境
は
都
市
の
夫
れ
と
は
全
く
異
っ
て
居
る
。
自

然
は
農
場
e

農
村
を
匂
み
気
候
・
太
陽
e

風
雨
・
河
湖
e

動
植
物
の
様
な
自
然
は
農
民
に
直
接
に
而
か
も
間
断
た
く
感
化
を
肌
(
へ
て

民
る
。
之
等
の
現
象
は
入
力
の
外
に
あ
る
。
農
民
の
封
象
物
は
動
植
物
で
あ
り
則
兵
は
生
命
あ
る
有
機
的
た
も
の
で
す
べ
て
死
減
せ



る
機
械
的
な
も
の
で
は
な
い
。
斯
か
る
差
異
は
必
然
都
m
酬
の
宗
教
に
針
し
で
も
或
程
度
の
反
映
を
興
へ
・
ず
に
は
ゐ
か
ぬ
。
此
北
山
田
一
(
は

閣
に
よ
り
時
代
に
よ
り
各
種
の
型
態
を
と
る
で
あ
ら
う
が
、
如
何
な
る
凶
如
何
な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
此
事
は
存
在
す
る
事
象
で
あ

る
。
都
市
に
於
け
る
機
械
主
義
a

物
質
主
義
と
農
村
の
有
機
主
義
@
精
一
別
主
義
と
の
間
の
差
異
は
多
種
多
様
の
形
で
あ
ら
は
れ
て
肘

る
。
農
民
に
と
っ
て
自
然
物
は
常
に
精
一
仰
的
で
あ
り
む
し
ろ
意
識
的
。
有
意
的
で
す
ら
あ
る
。
精
一
仰
的
で
あ
り
意
識
的
な
事
物
は
m
単

な
る
事
物
え
は
物
閉
山
が
科
単
的
な
原
理
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
る
る
と
同
様
の
立
味
に
於
て
農
民
の
論
珂
一
的
な
概
念
的
な
生
活
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
あ
る
か
に
見
え
る
。

農
民
の
宗
教
的
観
念
は
犬
れ
が
如
何
怠
る
形
式
友
と
ら
う
が
物
質
的
な
立
識
を
欠
如
し
犬
等
は
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
て
も
都

市
及
び
甚
だ
し
く
都
市
化
せ
る
所
に
存
ず
る
。
古
代
の
印
度
e

波
斯
・
咲
及
。
支
那
の
如
き
園
の
農
村
枇
合
の
思
想
に
ゐ
け
る
夫
等

の
重
要
な
る
跡
づ
け
を
な
す
事
は
困
難
な
と
と
で
あ
る
。
伊
尽
き
}
出
c
o
r
e内
子
巾
出
口
出
作
の
如
き
著
書
は
種
々
な
る
精
一
川
的
な
イ
デ

イ
オ
ロ
ギ
1
・
唯
我
論
・
先
験
的
イ
デ
ィ
プ
リ
ズ
ム
・
精
州
主
義
・
汎
榊
論
・
多
川
論
・
一
一
川
論
・
物
州
民
拝
論
e

勤
物
崇
拝
論
或

は
ト
1
テ
ミ
ズ
ム
の
如
き
も
の
を
述
べ
て
出
る
が
物
質
主
義
・
機
械
主
義
・
不
可
思
議
論
の
如
き
は
殆
ん
ど
取
扱
っ
て
舟
な
い
。
併

し
希
臓
の
都
市
化
が
進
む
に
つ
れ
て
物
質
主
義
的
な
デ
モ
ク
ラ
テ
ス
哲
事

H
V
Z
H
C
m
4
Z
S
丸
岡
)
巾
目
。
口
ユ
p
g
や

F
2
rー
山
ガ
ヨ
担
背
感
、

tc 。

の
如
き
思
想
家
の
無
川
論
、

4

ピ
ク
ル
ス
枠
組
学
や
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
如
き
物
質
主
義
的
な
哲
朗
学
が
あ
ら
は
れ

F
5
4吉
田
の
物
質
的
な
概
念
や
エ
ピ
ク
ル
ス
の
著
書
は
共
に
ロ
1
マ
の
大
な
る
都
市
化
の
時
代
迄
は
護
展
し
な
か
っ
た
。
併

L
~
J
f
H
】
門
戸
同
巴
向
。
同
出
回

]
{
』
弓
目
白

Hr

し
三
世
紀
頃
以
後
ロ
1
7
の
都
市
化
が
主
徴
す
る
傾
向
に
あ
る
時
は
之
等
の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
は
怒
川
本
を
告
げ
十
三
世
紀
迄
優
勢
で

あ
っ
た
精
榊
的
信
仰
ハ
キ
リ
ス
ト
教
)
の
停
搭
と
な
っ
た
。

共
時
代
は
欧
洲
の
都
市
化
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
時
代
で
あ
る
が
ル
ネ
ゥ

サ
ン
ス
時
代
及
び
犬
以
後
盛
ん
に
な
っ
た
此
物
質
主
義
的
・
機
械
主
義
的
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ

l

の
再
現
と
か
仏
っ
た
。
十
七
世
紀
に
は
機

織
的
で
あ
り
著
し
く
物
質
的
な
枇
合
物
理
阜
の
形
式
を
と
り
十
八
世
紀
及
び
、
夫
以
後
は
都
市
に
護
現
し
農
村
に
蹟
が
っ
た
折
川
事
と

信
仰
の
此
担
態
と
都
市
の
生
育
は
平
行
的
に
展
開
し
た
n

現
在
は
科
事
的
概
念
・
物
質
主
義
e

機
械
主
義
・
無
一
円
揃
と
い
ふ
如
き
極

皮
村
信
仰
の
諮
問
題



農
村
信
仰
の
諸
問
題

々
た
形
式
。
名
稲
の
下
に
之
等
の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
は
存
在
す
る
。
多
く
の
科
皐
者
や
都
市
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
斯
く
て
悦
魂
。

精
一
脚
を
否
定
し
人
間
夫
自
身
さ
え
も
担
否
せ
ん
と
す
る
。
彼
等
に
と
っ
て
人
間
は
機
械
よ
り
多
少
複
雑
注
目
半
た
る
複
合
事
物
に
過
ぎ

な
い
と
考
へ
た
。
即
ち
民
業
時
代
に
於
て
は
総
て
物
質
的
事
物
さ
え
も
精
一
川
化
さ
れ
人
開
化
さ
れ
た
が
都
市
化
時
代
に
は
県
魂
人
間

及
び
心
理
的
事
象
は
総
て
物
質
化
さ
れ
機
純
化
さ
れ
た
。
之
は
都
凹
酬
に
ゐ
け
る
信
仰
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り
闘
係
で
あ
る
。
前
越

せ
る
此
聞
係
は
結
論
を
不
係
自
に
は
し
な
い
。
古
代
希
臨
・
羅
民
の
都
市
住
民
を
支
配
し
た
物
一
口
主
義
・
機
械
主
義
・
無
評
論
の
故

は
山
政
業
者
に
は
無
闘
係
で
あ
っ
た
し
、
支
那
・
印
度
の
場
合
も
之
等
は
民
民
の
信
仰
釘
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
現
在
に
於
て
も

M

じ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
都
市
の
機
械
的
@
物
質
的
思
想
の
良
民
へ
の
汚
染
が
兆
一
だ
じ
い
と
と
に
も
拘
ら
や
精
一
判
的
な

い
い
仰
は
政
村
地
方
に
今
尚
盛
ん
で
あ
る
。
要
す
る
に
都
市
は
物
質
主
義
的
概
念
の
温
床
で
る
る
。

其
他
の
農
村
と
都
市
と
に
於
け
る
宗
教
的
相
違
貼

第
五
節

都
市
民
村
の
宗
教
聞
の
他
の
若
干
一
の
相
遼
賄
の
比
較
は
出
業
信
仰
の
他
の
特
質
を
一
不
す
。

第
一
項
在
来
的
及
ぴ
渡
来
的
宗
教
民
主
ヨ
ロ
豆
町
。
宮
山
吉
岡
島
問
吉
岡
田
都
市
民
村
の
分
化
が
横
然
と
始
ま
っ
て
以
来
、
都

市
人
口
の
大
部
分
は
共
枇
命
日
在
来
の
宗
教
よ
り
他
の
宗
教
に
韓
じ
山
一
一
九
村
人
口
は
在
来
の
宗
教
を
固
執
し
た
。
此
事
買
を
姑
く
見
ょ
う
。

合
衆
岡
へ
の
最
初
の
峨
洲
人
の
診
住
者
は
ク
リ
ス
ト
敬
徒
で
あ
り
、
此
岡
在
来
の
宗
教
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム

H
J
6
5
窓口件目明白

で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
合
衆
国
民
民
の
多
く
は
之
に
師
伏
し
て
居
る
が
都
市
は
渡
来
ん
一
不
敬
で
あ
る
ロ

1
7
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
若
し
く
は

ユ
ダ
ヤ
数
乃
至
希
蹴
正
統
派

F
Z
w
。
吋
急
円
。
三
回
与
え
。
同
を
信
や
る
者
が
多
く
、
伸
敬
・
ム
ハ
メ
ツ
ト
敬
・
ヂ
ヤ
イ
ナ
数
共
他
非
キ

リ
ス
ト
教
を
信
奉
す
る
者
は
少
い
。
此
事
は
ん
一
布
教
統
計
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
英
閣
で
は
在
来
の
宗
教
は
何
回
宮
ず
】
正
月
与
の
E
E
F

C
内
巴
お
FHH斗
及
び
プ
ロ
テ
ス
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
敬
及
び
ロ

l
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
は
渡
来
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

事
か
ら
民
民
は
前
者
を
、
都
市
住
民
は
後
者
を
多
く
信
奉
す
る
。
波
蘭
土
の
在
来
の
宗
教
は
ロ

l
マ
ン
カ
ト
ロ
ッ
ク
で
る
る
。
従
っ

て
如
k
の
事
賓
が
明
か
で
あ
る
な
ら
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
村
地
方
は
此
ロ

l
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
く
山
め
て
居
る
と
い
ふ
事
が
出
来



ょ
う
。
今
各
都
市
及
共
所
属
地
方
全
植
に
於
け
る
ロ

l
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
の
占
む
る
割
合
を
比
較
す
る
に
、
ワ
ル
ソ

l
市
J
〈

2
5
2

の
住
民
の
夫
れ
は
ワ
ル
ソ

1
牒
全
酷
の
八
五
。
問
uw
た
る
に
釘
し
六
二
一
。
八
%
で
あ
り
、
ロ
ツ
ヅ
市
]
{
る
去
の
夫
れ
は
ロ
ツ
ヅ
腕
の

七
七
・
o
u
m
に
到
し
五
一
二
・
o
u
w
、
ワ
イ
ル
ノ

l
市
J
J
己
き
は
ウ
イ
ル
ノ

1
腕
の
七
九
・
川
dw
に
釘
し
五
九
。
o
d
m
で
あ
る
。
伯
林

市
の
人
口
千
中
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
九
一

O
年
に
八
一
五
・
五
で
あ
っ
た
に
封
し
プ
ラ
ン
J

ア
ン
プ
ル
グ
地
方
は
九
一
一
一
七
a

一
二
で
あ

っ
た
。
ロ
1
7
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
は
前
者
は
一
一
七
、
後
者
は
五
一
一
一
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
前
者
は
同
一
一
一
e

五
、
後
者
は
一
一
一
・
一
、
共
他
の

宗
教
は
前
者
は
二
三
・
七
、
後
者
は
六
・
二
で
あ
っ
た
。

ス
エ

l
Jア
ン
で
は
一
九
二

O
年
に
ロ

l
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
如
き
岡
敬
ぜ
な
い
も
の
に
信
服
す
る
人
口
の
率
は
山
政
村

に
0
・
二
、
都
市
に

0
・
七
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
に
了
一
で
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
印
度
マ
ド
ラ
ス
地
方
に
於
て
ヒ
ン
ヅ

1
殺
は

会
館
の
八
八
・
六
%
で
る
っ
た
が
、
マ
ド
ラ
ス
市
の
夫
れ
は
僅
か
に
八
一
・
一
%
、
ボ
ン
ベ

I
地
方
及
び
ボ
ン
ベ

l
市
の
夫
れ
は
七

六・ムハ
dm
及
び
七
了
一
%
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
此
三
地
方
及
び
共
中
心
都
市
の
外
来
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
率
は
次

去
り
如
く
で
あ
る
。

m
M議
可
一
同
作
治
δ
H時
以
叫
内
情
。

q
w
#
唱

H
γ
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町
片
食
い

、九

y
u
h
h
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政
村
信
仰
の
諸
問
題

一
一
回

此
一
帯
は
統
計
的
に
明
か
た
る
の
み
た
ら
や
J

歴
史
的
に
も
明
か
に
吋
開
設
さ
れ
る
。
過
去
に
於
け
る
新
宗
教
の
体
播
の
眼
史
は
出
村
地

方
よ
り
都
市
に
よ
り
よ
く
普
及
し
又
民
民
よ
り
非
政
業
者
に
よ
り
早
く
弘
布
せ
ら
れ
る
事
を
敬
え
る
。
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
1
7
・
ィ
ベ

リ
ヤ
・
ゴ

1
ル
。
ロ
ー
マ
ン
ア
フ
リ
カ
等
の
在
来
の
宗
教
は
民
民
の
問
に
よ
り
よ
く
保
存
さ
れ
て
居
り
都
市
の
軍
隊
・
智
識
附
級
・

商
人
。
殺
人
等
の
住
民
は
夜
来
の
も
の
よ
り
渡
米
の
も
の
へ
費
縛
し
た
。

D
E
S
-
f
J門
2
5
F
H
H
S
Z
2め
弓
北
ハ
他
の
著
述
は
此
等

の
事
柄
を
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
た
し
、
各
々
の
場
合
在
来
及
び
渡
来
の
宗
教
の
都
制
問
の
事
買
を
の
べ
て
居
る
。
此
現
象
に
つ

い
て
他
の
若
干
の
閣
の
脹
史
も
同
様
の
事
貫
を
示
し
て
居
る
。
此
の
町
山
は
明
か
で
あ
る
。
即
ち
都
市
に
は
異
な
る
宗
教
を
借
や
る

種
々
た
る
閣
か
ら
の
診
民
の
多
く
が
存
在
す
る
c

此
事
は
都
市
に
た
け
る
・
枇
合
的
接
鯛
が
よ
り
蹟
汎
で
あ
り
、
よ
り
多
角
形
的
で
あ

る
た
め
種
々
の
ん
一
不
敬
に
接
摘
す
る
結
果
、
波
来
信
仰
の
受
容
乃
五
伴
播
・
普
及
を
本
日
却
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此

説
明
が
此
問
題
の
趨
営
な
る
解
説
で
る
る
。

い
仰
の
分
布
と
鑓
化
ロ

-5-gc昨
日
ウ
ロ
色

H
5
2
2
5ロ
宮
山
口
一
∞
己
主
回

十
仰
及
び
礎
化
に
於
け
る
都
榔
の
特
抗
上
の
差
異
を
生
ぜ
し
め
る
。
此
費
化
は
一
般
に
都
市
に
於
て
よ
り
平
く
起
り
政
村
に
於
て
之
が

受
入
れ
ら
れ
る
の
は
遅
延
す
る
。
尚
北
パ
上
此
費
化
の
程
度
は
常
に
政
村
よ
り
都
市
に
於
て
著
し
い
。
此
事
か
ら
都
出
問
の
宗
教
態
度

と
信
仰
の
間
に
は
翻
磁
を
生
や
る
。
此
蹴
蹴
は
・
一
一
不
敬
の
隆
盛
期
に
沿
い
て
は
著
し
く
、
反
到
に
相
釘
的
に
護
速
が
同
定
し
た
時
代
に

差
担
で
は
な
い
。
礎
化
が
先
づ
山
村
に
を
と
り
一
然
か
る
後
都
市
に
挺
が
っ
て
結
果
は
前
述
の
翻
師
と
何
等
具
、
る
慮
は
な
い
。
共
に
掲

げ
る
若
干
の
事
置
は
如
上
の
事
を
説
明
す
る
で
あ
ら
う
。

第
二
項

如
上
の
事
買
は
叉
一
方
、
信
仰
と
祭
躍
の
弘

ギ
リ
シ
ャ
e

ロ
l
マ
が
都
市
化
さ
れ
る
に
つ
れ
都
出
聞
の
宗
教
及
び
伝
仰
は
徐
々
に
差
異
を
そ
の
問
に
生
じ
た
。
即
ち
公
認
的
た

祭
儀
は
ロ

l
マ
市
に
よ
っ
て
人
々
に
謀
せ
ら
れ
品
村
地
方
に
之
が
臓
ま
っ
た
の
は
そ
れ
よ
り
や
っ
と
以
後
の
と
と
で
あ
っ
た
。
多
く

の
十
日
い
坑
朴
な
民
村
的
信
仰
と
祭
躍
は
品
村
に
残
存
し
た
が
都
市
に
於
て
は
殆
ん
ど
死
滅
し
新
ら
し
い
公
認
的
た
祭
鵬
乃
至
波
来
宗

教
が
之
に
代
世
さ
れ
た
。
向
明
か
な
説
明
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
に
東
洋
の
祭
躍
が
停
播
し
、
都
部
に
夫
々
在
来
の
信
仰
が
残
存
せ



る
事
・
買
で
る
る

0
5可ず
の
】

ο
(
帥
止
の
母
)
の
東
洋
的
祭
開
臣
、
宮
白
色
辛
口
P

の
榊
々
同
研
一
戸
。
即
日
己
胡
・

3門
戸

Z
-
P
5
7
の
祭
料
、

ヤ
教
主
義
・
市
月
一
撃
・
キ
リ
ス
ト
教
義
・
無
榊
論
・
物
質
主
義
・
懐
疑
主
義
・
合
理
主
義
等
は
都
市
の
人
々
の
心
を
た
く
み
に
と
ら

え
た
。
共
庭
で
は
知
識
階
級
・
投
入
・
商
人
・
軍
人
・
牧
師
@
併
仰
さ
へ
も
在
来
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
山
一
話
料
を
拾
て
た
。
併
し

農
民
法
は
外
来
教
の
か
h

る
放
に
ふ
れ
る
と
と
な
く
昔
の
ま
L

に
残
存
し
た
。
山
以
民
に
慨
れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
キ
リ
ス

ト
教
の
如
き
は
都
市
に
於
て
充
分
に
受
入
れ
ら
れ
幾
世
紀
も
の
後
に
至
る
迄
う
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
へ
ば
以
内
正
月
与
の
祭
踏

の
如
き
は
ギ
リ
シ
ャ
。
ロ
!
?
の
市
に
の
み
弘
布
せ
ら
れ
、
そ
の
弘
十
仰
の
主
な
る
捨
常
者
は
軍
人
・
商
人
・
移
民
・
知
識
階
級
そ
し

て
円
以
後
に
役
人
で
あ
っ
た
。
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
良
民
は
ほ
ん
の
極
く
慌
か
し
か
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
。

ユ
ダ

(
d
}】戸

H
L
g
ロ
の
山
亙

串
的
祭
臨

F
c
n
z
z
gロ
2
2
2
-岳山内向戸
-
g
r・
も
之
と
は
様
の
経
過
を
と
っ
た
。
良
民
の
間
に
あ
っ
て
は
か
L
る
外
来
教
は
ん
示
教

問
題
を
公
認
せ
る
岡
か
ら
入
っ
て
来
る
奴
隷
の
間
に
の
み
反
響
乞
見
出
し
た
。

東
洋
宗
教
の
輸
入
に
つ
い
て
も
川
様
で
あ
る
。
農
民
に
と
っ
て
彼
等
は
表
面
的
に
残
り
又
彼
等
の
精
榊
に
深
く
は
諺
み
と
ま
な
か

っ
た
。
彼
等
は
そ
の
停
統
的
な
慣
習
に
不
屈
の
同
執
を
持
っ
て
執
荒
し
た
。
之
は
都
市
に
生
成
し
東
洋
文
化
に
深
く
根
ざ
し
た
キ
リ

ス
ト
教
義
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
農
民
は
最
も
一
心
に
之
に
反
抗
し
つ
ひ
に
夫
れ
に
改
山
一
一
小
し
た
。
彼
等
は
長
後
に
古
代

ロ
l
マ
教
に
沿
げ
ム
彼
等
の
い
い
い
念
乞
放
棄
し
都
市
の
改
宗
後
一
、
二
世
紀
迄
キ
リ
ス
ト
教
義
に
改
(
示
し
な
か
っ
た
。
向
、
羅
同
に
よ

っ
て
征
服
さ
れ
た
諸
問
の
在
来
の
宗
教
は
都
市
に
於
て
よ
り
、
よ
り
長
く
農
村
に
保
積
さ
れ
た
事
も
共
一
つ
の
例
詮
で
あ
る
。
此
献

に
就
て
旬
・
吋
・
、
一
門
戸
戸
号
古
は
山
川
庶
民
は
在
来
の
一
脚

-
U仰
@
祭
踏
を
墨
守
せ
ん
と
す
る
に
劃
し
て
都
市
の
住
民
は
渡
来
宗
教
殊
に
羅
民
帝

閣
の
公
認
的
祭
踏
を
受
存
し
た
と
述
べ
て
居
る
。
同
校
の
現
象
は
他
の
諸
国
、
他
の
時
代
に
於
て
も
認
め
得
る
。
例
へ
ば
〈
-
2
己
gu-

(
都
市
名
〉

K
K自
け
る
ロ
シ
ア
人
の
改
宗
に
よ
れ
ば
ロ
シ
ア
に
於
て
偶
像
教
は
都
市
に
平
く
起
っ
た
が
農
村
地
方
に
於
て
は
む
そ
く

弘
有
さ
れ
長
く
支
持
さ
れ
た
。
農
村
は
イ
タ
リ
ー
の
文
書
，
復
興
の
間
エ
ピ
ク
レ
ス
の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
l
及
び
態
度
に
よ
っ
て
正
統
汲

ロ
1
7
ン
カ
ト
リ
v
ク
へ
の
改
宗
が
都
市
よ
り
も
ゐ
く
れ
た
。

各
悶
に
む
け
る
都
市
農
村
の
プ
ロ
一
ア
ス
タ
シ
テ
イ
ズ
ム
の
各
種
の
型

段
村
信
仰
の
諸
問
題

五



民
村
信
仰
の
諸
問
題

一一ー

一←」
ノ、

態
の
体
播
に
於
て
又
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
哲
撃
の
無
神
論
の
体
格
に
於
て
。
か
く
て
多
〈
の
偶
像
寺
院
は
数
合
に
建
っ
て
行
つ

た
。
多
く
の
側
俊
一
刊
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
@
ネ
l
ム
を
受
け
其
機
能
は
聖
母
マ
リ
ア
、
セ
ン
ト
ジ
オ
I
ン
、

ト
マ
ル
テ
ィ
ン
、
セ
ン
ト
ニ
コ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
と
っ
て
代
ら
れ
た
。

セ
ン
ト
ミ
カ
エ
ル
、
セ
ン

多
く
の
古
い
祭
膿
は
新
ら
し
い
ク
リ
ス
ト
の
名
前
に
於
て
檎

観
さ
れ
少
し
も
共
性
質
、
意
味
さ
へ
も
稜
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
校
の
と
と
が
ム
ハ
メ
ツ
ト
数
伸
教
の
体
播
そ
の
他
の
宗
教
運
動
に

沿
い
て
も
み
ら
れ
た
。

最
後
に
、
此
一
部
は
現
在
に
於
て
も
認
め
作
る
。
例
へ
ば
政
府
が
無
一
例
論
的
宣
俸
を
な
す
ソ
ピ
、
ェ

1
ト
ロ
シ
ア
の
場
合
が
之
を
説
明

す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
到
す
る
無
川
論
及
び
北
ハ
涼
主
義
的
物
質
主
義
の
代
置
は
始
め
は
都
市
に
起
り
次
第
に
農
民
に
識
大
し
之
が
閣

内
に
行
渡
っ
た
の
は
五
、
六
年
後
の
事
で
あ
る
。
向
一
九
一
一
一
O
年
の
ソ
ピ
ヱ

l
ト
の
報
台
に
よ
れ
ば
都
市
労
働
者
の
五
%
及
び
農
民

の
一
八
乃
至
八
O
%
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
事
も
如
上
の
事
置
を
一
裏
書
す
る
。
一
九
二
六
、
七
年
に
二
O
O
の
米
国
新
聞
紙
は

合
衆
国
主
と
し
て
都
市
に
於
け
る
宗
教
上
の
投
出
討
を
行
っ
た
。
共
質
問
に
封
す
る
回
答
ご
一
五
、

0
0
0
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
義

の
主
な
る
ド
グ
マ
は
設
も
大
き
な
都
市
に
ゐ
い
て
最
も
多
く
容
を
及
ぼ
し
六
、

0
0
0
の
他
の
都
市
に
於
て
よ
り
少
く
、
小
都
市
又

は
農
村
地
方
は
犬
れ
が
設
も
少
か
っ
た
。
五
、
六
の
他
の
間
々
に
沿
け
る
統
計
も
同
様
の
現
象
を
示
し
て
居
る
。
此
事
寅
及
び
多
く

の
同
様
の
事
資
は
疑
ひ
も
な
く
今
日
に
於
て
キ
リ
ス
ト
教
義
の
意
味
を
減
せ
し
む
る
主
要
な
る
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
す
で
に
迷
ベ
る
如
く
同
級
友
幽
師
が
生
や
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

い
仰
の
強
弱

m
U
5
H】
ぬ
け
『
丸
一
∞
乙
戸
市
山
1m

都
郡
の
い
仰
上
の
多
少
恒
常
的
な
又
一
般
的
差
異
は
出
村
一
一
い
仰
に
於
て
厳
格

且
堅
削
ユ
ー
と
許
可

E
L
片山司

E
E回
な
る
事
及
び
都
市
に
於
て
懐
疑
的
孔
誠
一
師
的

m
T
1
E
E
M
出
足
問
。
立
嵐
広
百
三
守
口
で
あ
る
事
に
見

出
し
件
る
。
出
此
の
い
仰
は
停
統
に
よ
っ
て
権
交
さ
れ
た
も
の
で
る
る
錦
、
共
底
に
は
疑
問
と
か
再
考
の
飴
地
訟
を
の
み
な
ら
や
y
、

各
例
人
は
全
く
川
質
的
危
宗
教
環
境
の
中
に
生
百
し
多
く
の
反
封
的
な
或
は
批
判
的
な
翻
念
に
接
す
る
機
合
が
な
い
た
め
彼
は
彼
の

宗
教
概
を
以
て
自
然
的
た
市
か
も
正
し
い
も
の
と
し
て
無
批
判
的
に
受
入
れ
る
。
年
々

H
K
彼
は
伴
統
的
な
祭
閥
翻
念
の
巾
に
生
前

第
三
項



し
之
に
封
し
て
少
し
も
疑
問
を
持
つ
機
命
日
に
窓
ま
れ
て
一
一
日
な
い
。
共
結
果
良
民
は

C
仰
に
釘
し
て
堅
固
で
あ
る
。
然
る
に
新
干
の
恩
(

る
示
教
が
混
在
す
る
都
市
に
於
て
は
此
事
情
は
会
く
具
っ
て
民
る
。
即
ち
都
市
に
は
多
く
の
異
る
宗
教
が
存
在
し
粒
々
な
る
ん
不
敬
制

度
の
問
の
闘
争
や
釘
立
は
結
え
や
市
民
の
宗
教
翻
を
刺
戟
す
る
。
此
釘
立
は
相
五
の
批
判
と
た
り
、
此
批
澗
は
相
釘
ー
す
る
ん
一
ぷ
教
の

紳
聖
さ
を
弱
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
否
定
さ
へ
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
市
民
は
若
干
の
宗
教
翻
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
、
彼
が
他
か

ら
自
己
の
宗
教
の
欠
賠
を
一
不
さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
自
己
の
い
や
る
宗
教
に
封
す
る
確
か
な
概
念
を
奪
は
れ
る
。

斯
く
て
市
民
は
多
く
の
一
刊
早
的
教
理
の
諸
問
を
聞
き
自
己
反
省
の
機
舎
に
基
ま
れ
る
。
斯
か
る
環
境
は
哲
然
市
民
を
し
て
一
つ
の

在
来
の
い
仰
に
同
執
す
る
事
を
困
難
な
ら
し
め
宗
教
的
相
封
論
乃
主
混
合
論
河
島
区
ヨ
【
担
円
巾
H
H
S
Z
U
E
ロ
ピ
ュ
ミ
ロ
ミ
町
民
自
H
が
不
可
避

的
と
な
り
批
判
的
・
懐
疑
的
・
諸
問
的
・
宗
教
的
自
山
主
義

pe市内
3
0
5
P
2出
ロ
ロ
可
Ha

弓口向日
cz
な
る
も
の
L
護
展
の
契
機
を
興
へ
る
。

更
に
都
市
此
舎
の
移
動
的
な
一
部
と
異
質
的
な
事
は
如
上
宗
教
的
出
合
論
・
批
判
主
義
・
懐
疑
主
義
の
琵
展
に
便
冗
を
興
へ
、
農
村
枇

舎
の
同
質
的
に
し
て
国
史
的
な
事
は
宗
教
に
封
し
て
民
民
が
碓
同
に
し
て
質
朴
・
な
る
特
性
を
附
興
す
る
・
百
質
的
パ
ッ
ク
を
た
し
て
居

る
。
上
越
の
都
部
聞
の
差
異
は
勿
論
相
封
的
な
も
の
で
あ
る
。
此
表
現
は
多
分
そ
の
差
異
が
都
却
の
同
質
性
並
に
移
動
性
の
枇
態
に

た
け
る
比
較
割
問
の
度
ム
口
に
よ
っ
て
壁
化
す
る
か
ら
此
相
闘
々
係
は
多
少
町
、
く
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
居
る
。
然
し
乍
ら
共
重
要
な
る
附
加

に
於
て
は
共
盟
論
が
現
貰
に
接
近
せ
る
と
と
ぜ
あ
る
。

第
四
羽
市
一
付
恕
e

非
宥
恕
の
比
較
研
究
或
串
4
4
は
、
世
村
山
川
款
は
甚
だ
迷
心
的
で
あ
り
偏
見
的
で
あ
り
又
山
氏
は
異
教
に
封

し
て
.
瓜
迷
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
併
し
之
等
の
一
般
論
は
疑
問
的
で
あ
る
か
も
知
れ
お
。
既
に
良
川
氏
は
新
宗
教
わ
包
交
容
す
る
に
於
て

都
市
よ
り
避
分
遅
い
と
い
ふ
事
を
指
摘
し
た
が
、
併
し
此
事
は
よ
り
近
代
的
な
都
市
宗
教
が
出
村
の
犬
れ
よ
り
、
よ
り
科
単
的
で
あ

り
迷
い
的
で
た
い
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
希
臓
e

羅
防
法
村
の
侍
統
的
い
仰
は
純
然
た
る
科
接
的
見
地
か

ら
す
れ
ば
迷
い
い
的
で
あ
っ
た
。
即
ち
夫
等
は
科
取
的
に
テ
ス
ト
さ
れ
な
か
っ
た
多
く
の
い
仰
か
ら
成
っ
て
肘
り
、
仮
令
若
し
科
事
的

に
テ
ス
ト
さ
れ
た
友
ら
ば
全
く
利
壊
的
に
は
無
力
な
と
と
が
詮
明
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。
併
し
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

1
マ
の
諸
都
市
に
交
入

農
村
信
仰
の
諸
問
題

一
一
七



民
村
信
仰
の
訪
問
題

れ
ら
れ
た
種
々
の
機
械
的
な
物
質
主
義
的
な
神
墜
や
イ
デ
イ
オ
ロ
ギ
ー
は
夫
程
迷
信
的
で
は
な
い
。
此
差
具
、
は
世
に
迷
れ
と
偏
見
の

形
式
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
此
時
代
の
都
市
の
宗
教
も
純
然
た
る
科
皐
的
見
地
に
於
て
は
や
は
り
出
村
に
於
け
る
如
く
非
科
串

的
・
迷
信
的
で
あ
っ
た
。
此
一
品
は
希
臨
・
羅
馬
に
限
っ
た
事
で
は
な
い
。
と
は
一
一
一
刊
へ
や
は
り
都
市
と
農
村
の
い
い
仰
は
或
程
度
に
於
て

異
っ
て
居
る
。
一
方
弘
だ
し
く
近
代
化
せ
る
都
市
宗
教
は
非
迷
信
的
で
る
り
、
よ
り
科
事
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
之
も
一
概
に

断
じ
得
ぬ
。
例
へ
ば
近
代
都
市
イ
デ
イ
オ
ロ
ギ
l
の
多
く
の
イ
ズ
ム
例
之
、
物
質
主
義
e

無
一
川
論
・
機
械
主
義
。
超
環
境
主
義
・
博

統
主
義
盟
主
ず
Y
Z芝
山
田
U
M
G
心
開
分
析
・
一
川
智
製
己
戸
市
8
0ち
Y
F
n
y江
田
叶

-
g
m
E
2
5
・
h
k

日
産
・
祉
A
m
H

主
義
・
共
産
主
義
e

反
進
歩

八一

主
義
等
は
今
日
の
出
村
口
仰
や
迷
信
と
同
様
に
非
科
製
的
で
あ
る
。
之
等
都
市
イ
ズ
ム
ミ

E
ロ

zzg=
の
侭
科
取
的
恨
藍
は
居
E

人
を
欺
く
。
夫
山
引
に
買
の
科
胤
γ

的
テ
ス
ト
が
加
へ
ら
れ
る
や
否
や
夫
等
は
同
単
な
る
信
念
で
し
か
な
く
な
り
事
買
に
矛
盾
し
彼
等
に
支

ギ
デ
イ
ン
グ
ス
は
近
代
都
市
及
び
北
パ
リ
ー
ダ
ー
の
中
に
は
か
L
る
儒
科
皐
的
迷
信
的
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
l
の
所
有

持
さ
れ
な
く
な
る
。

主
が
多
い
と
と
を
指
摘
し
て
居
る
。
か
L

る
イ
ズ
ム
的
迷
信
民
4
2
5
・2
苦
虫
吾
吉
岡
3

を
除
外
し
て
今
日
の
都
市
は
も
っ
と
日
常
生
活

に
於
て
多
く
の
迷
い
れ
を
持
っ
て
肘
る
。
〉
・
〕
戸
時
《
)
N
N
2

は
大
串
に
於
け
る
研
究
者
で
も
之
等
の
迷
一
一
い
か
ら
全
く
超
然
た
る
を
得
な

い
と
述
べ
て
居
る
。
若
し
か
L
る
枇
態
が
大
患
の
研
究
者
に
存
す
る
と
し
た
、
な
ら
ば
都
市
の
教
育
を
う
け
た
宥
及
び
一
般
市
民
の
此

賠
に
闘
す
る
事
柄
は
如
何
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
目
容
易
に
想
像
し
得
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
都
市
が
農
村
よ
り
非
迷
信
的
で
あ

る
と
断
や
る
明
か
な
根
践
は
な
く
、
弧
ゐ
て
共
聞
に
差
異
が
あ
る
と
す
れ
ば
夫
れ
は
迷
れ
の
形
式
に
於
て
の
み
存
在
す
る
。

決
村
宗
教
が
よ
り
異
教
に
釘
し
て
偏
狭
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
又
疑
問
で
あ
る
。
阪
史
上
八
冊
目
て
段
村
に
於
て
他
の
宗
教
の
宗
教
的
迫

害
の
あ
っ
た
事
を
ヰ
に
し
な
い
。
斯
か
る
迫
害
の
多
く
は
都
市
化
時
代
に
都
市
の
住
民
即
ち
制
度
化
せ
る
併
侶
、
政
府
又
は
知
識
附

級
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。
之
に
反
し
て
決
村
は
異
教
を
符
れ
る
に
立
本
で
あ
り
自
己
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
た
信
仰
は
何
で
あ
ら
う
と
之

を
信
十
る
丈
け
川
意
を
し
て
肘
る
。
で
あ
る
か
ら
彼
等
は
そ
れ
が
榊
製
品
引
に
よ
っ
て
是
~
認
さ
れ
た
も
の
で
る
ら
う
が
な
か
ら
う
が
掛

か
る
事
に
闘
す
る
事
な
く
抗
干
の
具
敬
を
と
り
入
れ
て
之
を
穿
告
す
る
事
を
臨
時
し
な
い
。
掛
か
る
異
教
に
封
す
る
宜
容
は
各
阿
の



歴
史
上
に
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
ヒ
ン
ヅ
l
教
の
隠
史
は
他
の
農
業
問
の
夫
れ
と
川
様
に
宗
教
上
の
寛
容
が
あ
ら
は
れ
て
居
り

宗
教
的
迫
害
の
如
き
も
の
は
対
ん
ど
な
か
っ
た
。
バ
ラ
モ
ン
教
は
教
理
の
・
な
い
ん
一
一
小
教
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
居
た
。
ヒ
ン
ヅ
l
教

と
悌
教
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
〈
一
一
小
敬
的
寛
容
」
J

円
。
同
日
三
守
口
で
あ
っ
た
。
即
ち
名
春
は
他
の
ん
一
五
誠
に
釘
し
て
梯
は
る
べ
き
で
あ
り
自
抵
の
優

位
を
誇
る
べ
く
他
の
宗
派
を
軒
ん
や
べ
き
で
な
い
。
か
h
A

る
ん
示
数
的
中
性
即
ち
寛
容
は
印
度
の
挺
史
に
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
か
く
て

異
る
(-ah
教
を
信
や
る
者
は
各
所
に
生
活
し
て
居
り
、
殊
に
州
民
村
は
之
昨
一
寸
が
多
か
っ
た
。
か
く
口
氏
の
信
仰
は
種
々
な
帥
や
全
く
臭
っ

た
宗
教
制
度
の
信
仰
等
の
混
合
で
あ
っ
た
。
今
日
ヱ
ヂ
プ
ト
民
民
の
信
仰
は
ム
ハ
メ
ツ
ト
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
泣
業
偶
像
教
乃
王
位

業
的
迷
一
一
い
教
の
混
活
で
あ
り
而
か
も
民
民
の
心
の
中
に
は
之
等
の
異
教
が
平
和
に
存
し
て
居
り
、
岡
持
る
山
一
川
教
を
い
十
る
者
川
広
は
何

等
特
に
宗
教
上
の
争
ひ
を
起
と
す
と
と
な
く
共
に
生
前
し
て
居
る
。
同
様
な
一
惑
が
他
の
諸
閤
乃
五
他
の
時
代
に
も
認
め
ら
れ
る
が
併

し
此
事
は
宗
教
上
の
令
ひ
が
民
民
の
中
に
全
く
・
な
か
っ
た
と
い
ふ
事
に
は
な
ら
泣
い
。
之
は
む
し
ろ
斯
か
る
ん
一
市
教
的
侃
狭
が
渋
川
内
の

聞
に
よ
り
少
か
っ
た
と
い
ふ
事
を
一
不
す
の
み
で
あ
る
。
五
日
々
が
此
虚
に
批
判
せ
る
立
見
は
主
と
し
て
宗
教
上
の
争
ひ
が
よ
り
普
通
に

行
は
れ
い
教
の
自
由
が
叫
ば
れ
る
都
市
に
つ
い
て
で
あ
る
。
之
等
の
人
の
宗
教
的
具
質
性
は
宗
教
的
偏
狭
か
ら
交
け
る
背
痛
よ
り
も

っ
と
苦
痛
を
彼
等
に
奥
へ
る
の
で
彼
等
は
宗
教
上
の
争
ひ
か
ら
苦
痛
を
除
去
す
べ
く
宗
教
の
寛
容
の
必
要
を
要
求
せ
ざ
る
を
作
な
か

っ
た
。
か
t
A

る
要
求
は
都
市
の
い
仰
の
白
山
と
良
村
の
偏
狭
の
設
擦
と
し
て
事
者
に
取
扱
は
れ
て
居
る
。
然
る
に
一
般
に
都
市
よ
り

も
宗
教
的
結
合
に
於
て
よ
り
同
質
的
な
良
民
は
共
偏
狭
か
ら
の
苦
痛
を
う
け
る
事
少
く
争
ひ
も
な
く
共
故
に
い
仰
の
自
由
を
求
め
る

必
要
も
友
か
っ
た
。
民
民
は
か
L

る
詮
明
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
加
ふ
る
に
都
市
の
多
く
の
宗
教
的
な
争
ひ
は
各
種
の
都
市
集
聞

の
既
得
の
利
害
者
広
三
日
三
己
主
の
封
立
に
負
ふ
て
居
り
、
此
針
立
は
品
川
侶
@
政
府
・
資
本
家
・
共
他
の
如
き
種
々
の
窯
沃
の
聞
に

宗
教
的
危
争
ひ
と
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
政
民
は
か
t
A

る
段
得
の
利
害
と
い
ふ
如
き
も
の
は
殆
ん
ど
持
っ
て
居
な
か
っ
た
。

彼
等
は
皐
に
ひ
た
す
ら
政
作
業
を
胤
み
停
統
的
な
様
式
に
於
て
共
祭
聞
と
儀
式
を
行
っ
た
。
斯
か
る
環
境
の
下
に
於
て
異
教
の
偏

狭
に
刺
戟
さ
れ
る
事
も
少
く
概
し
て
良
民
は
彼
等
の
好
む
に
，
舷
じ
て
伝
仰
せ
ん
と
し
又
他
に
釘
し
で
も
夫
れ
を
許
容
し
た
。
斯
く
て

民
村
信
仰
の
諸
問
題

1u 
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